
家庭礼拝ガイド 365 日－７月 

日付 聖書箇所 中心聖句 テーマ

7/1 伝道者の書 11:1～6 伝道者の書 11:6 続けて種をまく

7/2 伝道者の書 12:1～14 伝道者の書 12:1 若い日に創造者を覚える 

7/3 ｲｻﾞﾔ 9:1～7 ｲｻﾞﾔ 9:6 メシア預言

7/4 ｲｻﾞﾔ 40:31 ｲｻﾞﾔ 40:31 主を待ち望む者 

7/5 ｲｻﾞﾔ 43:1～7 ｲｻﾞﾔ 43:4 あなたは高価で尊い 

7/6 ｲｻﾞﾔ 53:1～12 ｲｻﾞﾔ 53:5 苦難のしもべ 

7/7 ｴﾚﾐﾔ 1:4～10 ｴﾚﾐﾔ 1:9 エレミヤの召命

7/8 ｴﾚﾐﾔ 29:11 ｴﾚﾐﾔ 29:11 将来と希望を与える計画 

7/9 ｴﾚﾐﾔ 36:21～32 ｴﾚﾐﾔ 36:32 聞かなければならないことば 

7/10 哀歌 3:22，23 哀歌 3:22，23 朝ごとに新しい主の恵み 

7/11 ｴｾﾞｷｴﾙ 18:32 ｴｾﾞｷｴﾙ 18:32 悔い改めて、生きよ 

7/12 ｴｾﾞｷｴﾙ 36:26 ｴｾﾞｷｴﾙ 36:26 石の心から肉の心へ 

7/13 ﾀﾞﾆｴﾙ 1:8～21 ﾀﾞﾆｴﾙ 1:15 備えられた健康と知恵 

7/14 ﾀﾞﾆｴﾙ 3:1～30 ﾀﾞﾆｴﾙ 3:17 金の像を拝まなかった 

7/15 ﾀﾞﾆｴﾙ 6:1～24 ﾀﾞﾆｴﾙ 6:10 ダニエル 

7/16 ﾀﾞﾆｴﾙ 9:3～19 ﾀﾞﾆｴﾙ 9:8，9 悔い改めの祈り 

7/17 ｱﾓｽ 4:12 ｱﾓｽ 4:12 神に会う備え 

7/18 ﾖﾅ 1:1～2:10 ﾖﾅ 1:17 魚に飲まれたヨナ 

7/19 ﾖﾅ 4:11 ﾖﾅ 4:11 主の憐れみの深さ 

7/20 ﾐｶ 6:8 ﾐｶ 6:8 へりくだって神と共に歩む 

7/21 ﾊﾊﾞｸｸ 2:4 ﾊﾊﾞｸｸ 2:4 正しい人は信仰によって生きる 

7/22 ﾏﾗｷ 3:10 ﾏﾗｷ 3:10 わたしをためしてみよ 

7/23 ﾖﾊﾈ 1:1～5 ﾖﾊﾈ 1:1 初めにことばがあった 

7/24 ﾖﾊﾈ 1:12 ﾖﾊﾈ 1:12 神の子どもとされる特権 

7/25 ﾙｶ 1:26～38 ﾙｶ 1:38 マリヤへのみ告げ

7/26 ﾏﾀｲ 1:23 ﾏﾀｲ 1:23 インマヌエルと呼ばれるお方

7/27 ﾙｶ 2:1～7 ﾙｶ 2:7 飼い葉桶の救い主 

7/28 ﾙｶ 2:8～20 ﾙｶ 2:11，12 羊飼いへの知らせ 

7/29 ﾙｶ 2:36～38 ﾙｶ 2:38 主を待ち望む生涯 

7/30 ﾏﾀｲ 2:1～12 ﾏﾀｲ 2:11 博士たちの礼拝 

7/31 ﾙｶ 2:41～52 ﾙｶ 2:52 イエスさまの成長



７月１日     テーマ：「続
つづ

けて種
たね

をまく」 

聖書個所：伝道者
でんどうしゃ

の書
しょ

１１章
しょう

１節
せつ

～６節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

あさがおの種
たね

をまいたことはありますか。あさがおの種
たね

をまくのに一番
いちばん

いい季
き

節
せつ

は、５月
がつ

から６

月
がつ

ぐらいですね。種
たね

をまいても、しばらくは何
なに

も起
お

こりません。でも陽
ひ

のあたる場所
ば し ょ

に置
お

き、毎日
まいにち

水
みず

をあげていると、やがて土
つち

の中
なか

から小
ちい

さな芽
め

がでてきます。根
ね

を張
は

りながらはっぱが

どんどん出
だ

て、つるが伸
の

びて巻
ま

きつき、つぼみができ、美
うつく

しい花
はな

を咲
さ

かせます。花
はな

が

しぼんだ後
あと

には新
あたら

しい種
たね

ができます。でも、種
たね

をまかなければ、何
なに

も起
お

こりません。

すべては種
たね

をまくことから始
はじ

まります。そして、一度
い ち ど

にすべての結果
け っ か

、ではなく、時間
じ か ん

が必要
ひつよう

です。 

神
かみ

さまに従
したが

って生活
せいかつ

するのも同
おな

じです。まず、なによりも、「みことば」の種
たね

を、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の

中
なか

にまきましょう。朝
あさ

起
お

きた時
とき

、まず聖
せい

書
しょ

を開
ひら

いてみことばを聞
き

き、夕方
ゆうがた

にも聖
せい

書
しょ

を開
ひら

いて、みことばを聞
き

くのです。聞
き

いて、従
したが

いましょう。

そうすれば、みことばの種
たね

を、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の中
なか

にまき続
つづ

けることができま

す。しばらくは何
なに

も起
お

こらないように思
おも

えるかもしれません。みことば

に従
したが

っても無駄
む だ

、何
なに

も変
か

わらない、そう思
おも

えるかもしれません。あれも

だめだったから、これもだめかもしれない、そう思
おも

えることもあるかもし

れません。その時
とき

にはこう祈
いの

ってください。「神
かみ

さま、やわらかい良
よ

い地
ち

にしてください。みことば

が心
こころ

の中
なか

に根
ね

をはれますように。実
み

を結
むす

ぶことができますように。」神
かみ

さまが、芽
め

を出
だ

させ、花
はな

を

咲
さ

かせ、実
み

を結
むす

ばせてくださるのですから。成功
せいこう

させてくださるのは、神
かみ

さまです。種
たね

が芽
め

を出
だ

す

のには時間
じ か ん

もかかります。あきらめないで、忍耐
にんたい

して。毎日
まいにち

祈
いの

りながら、みことばに聞
き

き、みこと

ばに従
したが

い続
つづ

けましょう。神
かみ

さまに期待
き た い

して、励
はげ

みましょう。やがて、花
はな

を見
み

ることができ、実
み

りを

楽
たの

しむことができます。 

 

◆お祈り 

「神
かみ

さまがすべてのことをしてくださいます。神
かみ

さまに期待
き た い

して、みことばに聞
き

き従
したが

い続
つづ

ける

ことができますように。」              

（杉戸キリスト教会牧師 野町真理） 

朝
あさ

のうちにあなたの種
たね

を蒔
ま

け。夕方
ゆうがた

も手
て

を放
はな

してはいけない。あなたは、あれか、これ

か、どこで成功
せいこう

するのか、知
し

らないからだ。二
ふた

つとも同
おな

じようにうまくいくかもわから

ない。伝道者
でんどうしゃ

の書
しょ

１１ 章
しょう

６節
せつ

 



７月２日     テーマ：「若
わか

い日
ひ

に創造者
そうぞうしゃ

を覚
おぼ

える」 

聖書個所：伝道者
でんどうしゃ

の書
しょ

１２章
しょう

１節
せつ

～１４節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

素晴
す ば

らしい人生
じんせい

、輝いた人生
じんせい

、喜
よろこ

びに満
み

ちた人生
じんせい

を送
おく

りたいと思
おも

っているでしょうか。そのため

に必要
ひつよう

なことは一
ひと

つだけです。イエスさまを信
しん

じることです。イエスさまを信
しん

じると、人生
じんせい

が最高
さいこう

のものになります。イエスさまがそうしてくださるのです。 

いつイエスさまを信
しん

じたらいいのでしょう。「あなたの若
わか

い日
ひ

に」

というのはいつのことでしょうか。私
わたし

たちは先
さき

のことがわからな

いので、何年
なんねん

、何月
なんがつ

、何日
なんにち

までとは言
い

えません。確
たし

かなのは、来年
らいねん

より今年
こ と し

、来月
らいげつ

より今月
こんげつ

、明日
あ す

より今日
き ょ う

ということです。何
なに

がいつ

起
お

きるかわかりません。地震
じ し ん

や事故
じ こ

などの災害
さいがい

は、突然
とつぜん

私
わたし

たちにお

とずれます。その時
とき

にイエスさまを信
しん

じようと思
おも

っても、まにあわ

ないかもしれません。だから、今日
き ょ う

。 

もし明日
あ す

を迎
むか

えることが出
で

きたとして、その時
とき

にイエスさまを信
しん

じることは出来
で き

るかも知
し

れませ

ん。でも、今日
き ょ う

信
しん

じないで明日
あ す

にのばす人
ひと

は、明日
あ す

になったらまた翌日
よくじつ

にのばしてしまうでしょう。

そうしているうちに、イエスさまと一緒
いっしょ

に生
い

きる人生
じんせい

がどんどん無
な

くなっていきます。それで、人生
じんせい

には「何の喜びもなかった」ということになってしまうのです。 

 イエスさまを信
しん

じた素晴
す ば

らしい人生
じんせい

。それは、苦
くる

しいことや悲
かな

しいことが無
な

いということでは

ありません。でも、イエスさまがそばにいてくださって、苦労
く ろ う

を一緒
いっしょ

にしてくださいます。いつも

イエスさまの愛
あい

を受
う

けて歩
あゆ

むことができます。だから、先
さき

延
の

ばしにしないで、今日
き ょ う

、イエスさまを

信
しん

じましょう。そして、素晴
す ば

らしい人生
じんせい

をイエスさまからいただきましょう。   

 

◆お祈
いの

り 

「明日
あ す

ではなく今
いま

、イエスさまを信
しん

じます。イエスさまが一緒
いっしょ

にいてくださるので、ありがと

うございます。」 

 

（新狭山福音教会牧師 島村秀雄） 

あなたの若
わか

い日
ひ

に、あなたの創造者を覚えよ。わざわいの日
ひ

が来
こ

ないうちに、また「何
なん

の喜
よろこ

びもない」と言
い

う年月
としつき

が近
ちか

づく前
まえ

に。伝道者
でんどうしゃ

の書
しょ

１２章
しょう

１節
せつ

 



７月３日     テーマ：「メシア預言
よ げ ん

」 

聖書個所：イザヤ書
しょ

９章
しょう

１節
せつ

～７節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

メシア（救
すく

い主
ぬし

）の誕生
たんじょう

を預言
よ げ ん

したイザヤ書
しょ

が書
か

かれたのは、約
やく

2800年
ねん

前
まえ

、イスラエルの国
くに

が

二
ふた

つに分
わ

かれて、南
みなみ

のユダ王国
おうこく

が兄弟
きょうだい

である北
きた

イスラエル王国
おうこく

とアラムという国
くに

に攻
せめ

められた時
とき

です。ユダは小
ちい

さな国
くに

だったので、一
いっ

国
こく

だけでは国
くに

を守
まも

る力
ちから

も希望
き ぼ う

もありませんでした。それで、

ユダ王国
おうこく

はアッシリアという国
くに

の力
ちから

を借
か

りようとしま

した。しかし、神
かみ

さまは預言
よ げ ん

者
しゃ

を通
とお

して、アッシリアで

はなく、全能
ぜんのう

なる神
かみ

さまを信頼
しんらい

すること、神
かみ

さまが与
あた

え

てくださる真
まこと

の希望
き ぼ う

を待
ま

ち望
のぞ

むことを命
めい

じました。真
まこと

の希望
き ぼ う

とはメシアのことでした。 

そのメシアはどういうお方
かた

でしょうか。この方
かた

の名
な

は

「不思議
ふ し ぎ

な助言
じょげん

者
しゃ

」です。世界
せ か い

の人々は罪
つみ

と滅
ほろ

びの道
みち

を

歩
あゆ

んでいますが、この方
かた

こそ、真
まこと

の命
いのち

の道
みち

を教え
おし  

、神
かみ

さまへ導
みち

いてくださるカウンセラーです。

そして、「力
ちから

ある神
かみ

、永遠
えいえん

の父
ちち

」です。この方
かた

は本当
ほんとう

の神
かみ

さまですから、全能
ぜんのう

の力
ちから

があります。

永遠
えいえん

におられるお方
かた

です。それなのに、真
まこと

の人
ひと

になってくださいました。罪
つみ

のない方
かた

が、人
ひと

の罪
つみ

を

代
か

わりに背負
せ お

って、罪
つみ

を赦
ゆる

すために人
ひと

になりました。だから、この方
かた

はこの世界
せ か い

が失
うしな

ってしまっ

た真
まこと

の平和
へ い わ

を与
あた

えてくださる方
かた

、罪
つみ

によって苦
くる

しむ全
すべ

ての人
ひと

の「平和
へ い わ

の君
きみ

」と呼
よ

ばれます。このメ

シアは、みどりご＝赤
あか

ちゃんとして生
う

まれます。男
おとこ

の赤
あか

ちゃん。だれのことでしょう？ 

そう、この方
かた

がイエス・キリストです。私
わたし

のために、私
わたし

の罪
つみ

を赦
ゆる

し、私
わたし

に永遠
えいえん

の命
いのち

を与
あた

える

ために、来
き

てくださいました。イエスさまこそ、真
まこと

の希望
き ぼ う

です。信仰
しんこう

と感謝
かんしゃ

をもってイエスさまを

迎
むか

えるように祈
いの

りましょう。 

 

◆お祈
いの

り 

「イエスさまを心
こころ

から喜
よろこ

び、迎
むか

え入
い

れることができますように。」 

 

（高麗聖書教会牧師 李相勲） 

ひとりのみどりごが、私たちのために生
う

まれる。ひとりの 男
おとこ

の子
こ

が、 私
わたし

たちに与
あた

えら

れる。主権
しゅけん

はその肩
かた

にあり、その名
な

は「不思議
ふ し ぎ

な助言
じょげん

者
しゃ

、 力
ちから

ある神
かみ

、永遠
えいえん

の父、平和
へいわ

の君
きみ

」と呼
よ

ばれる。   イザヤ書
しょ

９章
しょう

６節
せつ

 



７月４日     テーマ：「主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

む」 

聖書個所：イザヤ書
しょ

４０章
しょう

３１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

鷲
わし

という名
な

前
まえ

を聞
き

いて何
なに

を思
おも

い浮
う

かべますか？プロ野
や

球
きゅう

の東
とう

北
ほく

楽
らく

天
てん

イーグルスや J リーグのベガルタ仙
せん

台
だい

のマスコットになっているイヌ

ワシのキャラクターは可愛
か わ い

らしいのですが、そもそもは力
ちから

強
づよ

い鳥
とり

です。

ローマ時
じ

代
だい

などはその強
つよ

く、美
うつく

しい姿
すがた

から王
おう

家
け

の紋
もん

章
しょう

や部
ぶ

族
ぞく

のシン

ボルにされてきました。 

しかし、イスラエルの国
くに

はそのような鷲
わし

の力
ちから

強
づよ

さとはかけ離
はな

れた状
じょう

態
たい

にあったのです。イザヤ

さんの時
じ

代
だい

、その不信仰
ふしんこう

のゆえにイスラエルは南
なん

北
ぼく

に分
ぶん

裂
れつ

し、国
くに

が滅
ほろ

びていく、そのような厳
きび

しい

時
じ

代
だい

でした。しかし、この章
しょう

では「慰
なぐさ

めよ、慰
なぐさ

めよ」と始
はじ

まっています。その苦
くる

しみの中
なか

にある

人
ひと

々
びと

に、神さまが慰
なぐさ

めと希
き

望
ぼう

を語
かた

ってくださいました。国
くに

を失
うしな

い、他
た

の国
くに

へ移
うつ

されていく 人
ひとびと

々

がどのように力
ちから

を得
え

ることができるというのでしょうか。それが、鷲
わし

のように。 

そのために必要
ひつよう

なのは「主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

む」こと。これまでのイスラエルは自
じ

分
ぶん

たちの力
ちから

や他
た

の国
くに

々
ぐに

の助
たす

けを受
う

けて戦
たたか

ってきました。そうではなくて、「主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

む」こと、神
かみ

さまを信頼
しんらい

して求
もと

め神さまのなさることを待
ま

つこと。ここで「新
あたら

しく力
ちから

を得
え

」

というのは、今
いま

ある力
ちから

に他
た

の力
ちから

がプラスされるということで

はありません。全
まった

く異
こと

なる力
ちから

という意
い

味
み

です。そしてそれは、

神
かみ

さまとしっかりと繋
つな

がる中
なか

でいただくことができるのです。

小
ちい

さな鳥
とり

が自分
じ ぶ ん

の力
ちから

でパタパタと羽
はね

を一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

にはばたかせ

上
のぼ

っていくようにではなく、鷲
わし

が上
じょう

昇
しょう

気
き

流
りゅう

に身
み

を任
まか

せて、ピ

ンと張
は

って、上
うえ

へ上
うえ

へと上
のぼ

っていくように、自由
じ ゆ う

でおおらかな

力
ちから

です。私たちも主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

み、その信
しん

仰
こう

によって歩
あゆ

むならば、大
たい

変
へん

な試
し

練
れん

の中
なか

でも、上
うえ

へ、主
しゅ

の

力
ちから

によって上
のぼ

り続
つづ

けることができるのです。 

どんな時
とき

でも共
とも

におられる主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

み、自
じ

分
ぶん

の力
ちから

や他
た

の人
ひと

の助
たす

けではなく、主
しゅ

の与
あた

えてくだ

さる力
ちから

によって歩
あゆ

んでいきましょう。 
 

◆お祈り 

「自
じ

分
ぶん

の力
ちから

や目
め

に見
み

える助
たす

けではなく、いつでも私たちを助
たす

けようと、恵
めぐ

もうとされている主
しゅ

に頼
たよ

ることができますように。日
ひ

々
び

与
あた

えられる新
あたら

しい力
ちから

の中
なか

で歩
あゆ

ませてください。」 

（衣笠中央キリスト教会牧師 三浦峰人） 

しかし、主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

む者
もの

は新
あたら

しく力
ちから

を得
え

、鷲
わし

のように翼
つばさ

をかって上
のぼ

ることができる。

走
はし

ってもたゆまず、歩
ある

いても疲
つか

れない。 イザヤ書
しょ

４０章
しょう

３１節
せつ

 



７月５日     テーマ：「あなたは高価
こ う か

で尊
たっと

い」 

聖書個所：イザヤ４３書
しょ

章
しょう

１節
せつ

～７節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

「あなたって、すてき！あなたのこと、大好
だ い す

き！」って言
い

われたら、とってもとっても嬉
うれ

しいで

すね。誰
だれ

からそう言
い

われたいですか。 

今日
き ょ う

の聖書
せいしょ

個所
か し ょ

には、「わたしの目
め

には、あなたは高価
こ う か

で尊
たっと

い。わたしはあなたを愛
あい

している。」

とはっきりと神
かみ

さまの宣言
せんげん

として記
しる

されています。 

私たちの周
まわ

りにはいろいろな目
め

がありますが、一番
いちばん

重要
じゅうよう

な目
め

は私たちを造
つく

ってくださった神
かみ

さ

まの目
め

です。この神
かみ

さまの目
め

から見
み

るなら、あなたは「高価
こ う か

で尊
たっと

い」のです。「高価
こ う か

で尊
たっと

い」とい

う意味
い み

は「とても大切
たいせつ

」で、「あなたの代
か

わりはいない」「大事
だ い じ

な宝物
たからもの

」ということです。私たち

人間
にんげん

を造
つく

られ、生
い

かしてくださっている神
かみ

さまが、あなたがとても大切
たいせつ

、とおっしゃってくださっ

ています。神
かみ

さまはどれだけあなたを愛
あい

しておられるのでしょうか？ 

ヨハネの福音書
ふくいんしょ

３章
しょう

１６節
せつ

には「神
かみ

は、実
じつ

にそのひとり子
ご

をお与
あた

えになったほどに、

世
よ

を愛
あい

された。それは御子
み こ

を信
しん

じる者
もの

がひとりとして滅
ほろ

びることなく、永遠
えいえん

のいのちを

持
も

つためである」と書
か

いてあります。 

まさに、ご自分
じ ぶ ん

のひとり子
ご

であるイエスさまを、私たちの罪
つみ

の身
み

代
が

わりとして十字架
じゅうじか

におかけになるほどまでに愛
あい

してくださったのです。私たちはみんな自己
じ こ

中心
ちゅうしん

で、

自分勝手
じ ぶ ん かっ て

です。うそをついたり、意地悪
い じ わ る

をしたり、わがままを

言
い

ってしまう者
もの

です。聖
きよ

い神
かみ

さまの前
まえ

には罰
ばつ

を受
う

けなければ

ならない罪人
つみびと

です。しかし、神
かみ

さまはそのような者
もの

を愛
あい

して

くださり、イエスさまの十字架
じゅうじか

の死
し

によって罪
つみ

を赦
ゆる

してくだ

さいました。 

神
かみ

さまは、どんなことがあってもあなたを守
まも

ってください

ます。それはあなたが、神
かみ

さまにとって高価
こ う か

で尊
たっと

い存在
そんざい

だか

らなのです。すごくうれしいですね。わたしたちも、神
かみ

さまを賛美
さ ん び

していきましょう。◆お祈り 

「天
てん

のお父
とう

さま。『わたしの目
め

には、あなたは高価
こ う か

で尊
たっと

い。わたしはあなたを愛
あい

している』と

言
い

ってくださることをありがとうございます。いつもこの恵
めぐ

みを忘
わす

れないで、喜
よろこ

びに満
み

ちた

神
かみ

さまの子
こ

どもとして歩
あゆ

ませてください。」（グリーンヒル福音教会牧師 山谷豊） 

わたしの目
め

には、あなたは高価
こ う か

で尊
たっと

い。わたしはあなたを愛
あい

している。だからわたしは

人
ひと

をあなたの代
か

わりにし、国民
くにたみ

をあなたのいのちの代
か

わりにするのだ。 

イザヤ書
しょ

４３章
しょう

４節
せつ

 



７月６日     テーマ：「苦難
く な ん

のしもべ」 

聖書個所：イザヤ書
しょ

５３章
しょう

１節
せつ

～１２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

イスラエルの人々
ひとびと

は、自分
じ ぶ ん

たちを苦
くる

しみから助
たす

け出
だ

してくれる救
すく

い主
ぬし

を、長
なが

い間
あいだ

、待
ま

ち続
つづ

けて

いました。きっと、誰
だれ

よりも強
つよ

そうな、英雄
えいゆう

のような人
ひと

を想像
そうぞう

していたかもしれませんね。でも、

神
かみ

さまのお考
かんが

えは、人間
にんげん

の想像
そうぞう

とは全
まった

く違
ちが

っていました。 

本当
ほんとう

に私
わたし

たちを苦
くる

しめているのは、外
そと

の敵
てき

ではない、私
わたし

たちの内側
うちがわ

にある罪
つみ

なのだということ

を、神
かみ

さまはよくご存
ぞん

じでした。本当
ほんとう

は私
わたし

たちを造
つく

ってくださった神
かみ

さまに従
したが

うことが私
わたし

たち

にとって一番
いちばん

しあわせなのに、それをまるで窮屈
きゅうくつ

なことのように感
かん

じて、神
かみ

さまのことばを無視
む し

し、自分
じ ぶ ん

かってな道
みち

に進
すす

んでしまうのです。このままでは、私
わたし

たちは神
かみ

さまから、罪
つみ

の罰
ばつ

を受
う

けな

ければなりません。 

このイザヤ書
しょ

５３章
しょう

に書
か

かれている「彼
かれ

」とは、救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストを指
さ

しています。 

そのイエスさまが英雄
えいゆう

のような強
つよ

い姿
すがた

ではなく、痛
いた

めつけ

られ、苦
くる

しむ姿
すがた

なのは、なぜでしょうか。それは、私
わたし

たち

が受
う

けなければならない罪
つみ

の罰
ばつ

を、イエスさまが代
か

わりに受
う

けてくださる姿
すがた

だからなのです。イエスさまは、私
わたし

たちの

罪
つみ

のために十字架
じゅうじか

にかかって死
し

んでくださったのです。イエ

スさまは、いけにえの子
こ

羊
ひつじ

のように、ご自分
じ ぶ ん

を差
さ

し出
だ

して黙
だま

って私
わたし

たちのために死
し

んでください

ました。そのおかげで、私
わたし

たちは罪
つみ

を赦
ゆる

され、神
かみ

さまのもとに行
い

くことができるのです。何
なん

とうれ

しいことでしょう。救
すく

い主
ぬし

イエスさまに、こころから感謝
かんしゃ

しましょう。 

 

◆お祈り 

「イエスさま、私
わたし

の罪
つみ

の罰
ばつ

を代
か

わりに受
う

けてくださり、ありがとうございます。神
かみ

さまに赦
ゆる

さ

れて生
い

きることのできる恵
めぐ

みを感
かん

謝
しゃ

いたします。」 

 

（和泉福音教会伝道師 遠藤芳子） 

しかし、彼
かれ

は、私
わたし

たちのそむきの罪
つみ

のために刺
さ

し通
とお

され、私
わたし

たちの咎
とが

のために砕
くだ

かれ

た。彼
かれ

への懲
こ

らしめが私
わたし

たちに平安
へいあん

をもたらし、彼
かれ

の打
う

ち傷
きず

によって、私
わたし

たちはいや

された。イザヤ書
しょ

５３章
しょう

５節
せつ

 



７月
がつ

７日
にち

     テーマ：「エレミヤの召命
しょうめい

」 

聖書個所：エレミヤ書
しょ

１章
しょう

４節
せつ

～１０節
せつ

 

◆今日
ひ

のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

神
かみ

さまは、いつの時代
じ だ い

にも、神
かみ

さまのために必要
ひつよう

な働
はたら

きをする人
ひと

を備
そな

えています。エルサレム

の近
ちか

くのアナトテという町
まち

に、祭司
さ い し

ヒルキヤの子
こ

として、ひとりの男子
だ ん し

が生
う

まれました。彼
かれ

の名前
な ま え

は、エレミヤさんです。その頃
ころ

のユダヤの王
おう

さまは、長
なが

い間
あいだ

、神
かみ

さまに従
したが

わないで悪
わる

い政治
せ い じ

を行
おこな

っていました。そんな中
なか

で、エレミヤさんは子
こ

ども時代
じ だ い

を過
す

ごしました。この悪
わる

い時代
じ だ い

にも、神
かみ

さ

まのみことばを伝
つた

える人
ひと

が必要
ひつよう

でした。神
かみ

さまは、人々
ひとびと

を愛
あい

していて、神
かみ

さまのもとに戻
もど

ってくる

ことを待
ま

っておられるからです。 

やがてエレミヤさんは青年
せいねん

になりました。ある日
ひ

のこと、神
かみ

さまから、「わたしは、あなたをず

っと知
し

っているよ。お母
かあ

さんのお腹
なか

であなたが形造
かたちづく

る前
まえ

から、あなたが生
う

まれる前
まえ

から。あなた

のことを国
くに

々
ぐに

への預言者
よげんしゃ

（神
かみ

さまのことばを預
あず

かって、伝
つた

える人
ひと

）と決
き

めているよ。」との言葉
こ と ば

があ

りました。エレミヤさんは戸惑
と ま ど

いました。え～、そんなこと言
い

われても。何
なに

を話
はな

したらいいんだろ

う？こんな悪
わる

い時代
じ だ い

なのに、みんな僕
ぼく

の言
い

うことを聞
き

いてくれるかな。だから、答
こた

えました。「私
わたし

はまだ若
わか

くて、どう語
かた

っていいかわかりません」と。神
かみ

さまのみことばに、「はい。」と従
したが

うことは

大切
たいせつ

です。でも、従
したが

うことに、不安
ふ あ ん

だなあ、困
こま

ったなあと

思
おも

うことがあったら、神
かみ

さまに素直
す な お

に話
はな

していいんですよ。

神
かみ

さまは、「若
わか

くても、大丈夫
だいじょうぶ

！人
ひと

を恐れないで、わたしに

従
したが

いなさい。わたしが、話
はな

すことばも教
おし

えるよ。わたしは

あなたとともにいて、あなたを救
すく

い出
だ

すからだ」とエレミヤ

さんを励
はげ

ましてくださいました。 

神
かみ

さまは、エレミヤさんに、預言者
よげんしゃ

としてのお仕事
し ご と

をする

ためのすべての必要
ひつよう

なことを備
そな

えてくださいました。「わた

しのことばをあなたの口
くち

に授
さず

けた」と、神
かみ

さまの代
か

わりに王
おう

さまや人々
ひとびと

の前
まえ

で語
かた

る言葉
こ と ば

の一
ひと

つ一
ひと

つ

がエレミヤさんに与
あた

えられたのでした。 

私たちが生
う

きているこの時代
じ だ い

にも、神
かみ

さまのみことばが必要
ひつよう

です。神
かみ

さまが一人
ひと

一人
ひと

を用
もち

いよう

と生
う

まれさせてくださいました。神
かみ

さまがあなたに望
のぞ

んでおられることを聞
き

きましょう。そして、

従
したが

いましょう。神
かみ

さまが必要
ひつよう

なことを備
そな

えてくださいます。 

◆お祈り 

「神
かみ

さまの望
のぞ

んでおられることを喜
よろこ

んで行
おこな

うために、すべての必要
ひつよう

が備
そな

えられますように。」 

（のびどめキリスト教会牧師 西澤廣美） 

そのとき、主
しゅ

は御手
み て

を伸
の

ばして、私
わたし

の口
くち

に触
ふ

れ、主
しゅ

は私
わたし

に仰
おお

せられた。「今
いま

、わたしの

ことばをあなたの口
くち

に授
さず

けた。エレミヤ書
しょ

１章
しょう

９節
せつ

 



７月８日     テーマ：「将
しょう

来
らい

と希
き

望
ぼう

を与
あた

える計
けい

画
かく

」 

聖書個所：エレミヤ書
しょ

２９章
しょう

１１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

有名
ゆうめい

な物理
ぶ つ り

学者
がくしゃ

のアインシュタインという人
ひと

がいます。この人
ひと

はこのようなことを言いました。

「昨日
き の う

から学
まな

び、今日
き ょ う

を生
い

き、明日
あ す

へ期待
き た い

しましょう。」素敵
す て き

な言葉
こ と ば

ですね。でもどうでしょうか、

「明日
あ す

へ期待
き た い

しましょう」と言
い

われても、今
いま

の世
よ

の中
なか

ではなかなか

期待
き た い

することができないのではないでしょうか。世
せ

界
かい

中
じゅう

で様
さま

々
ざま

な

災
さい

害
がい

が起
お

こっています。また戦争
せんそう

がなくなることはありません。そ

して日
に

本
ほん

でも経
けい

済
ざい

的
てき

に厳
きび

しい時
じ

代
だい

となり、就
しゅう

職
しょく

先
さき

が見
み

つからない

など、子
こ

どもや若
わか

者
もの

が将
しょう

来
らい

に期
き

待
たい

を持
も

てないような時
じ

代
だい

となって

います。就 職
しゅうしょく

、結婚
けっこん

・・・その先
さき

の将来
しょうらい

は？どんな希望
き ぼ う

がある

でしょう？ 

エレミヤさんが預
よ

言
げん

者
しゃ

として働
はたら

いていた時
じ

代
だい

もそうでした。イスラエルの国
くに

は南
みなみ

と北
きた

に分裂
ぶんれつ

し、

国
くに

は滅亡
めつぼう

していきました。そのような中
なか

、人々
ひとびと

は先
さき

も見
み

えない明日
あ す

に、誰
だれ

もが期待
き た い

などできずにい

たのです。しかし、エレミヤさんは神
かみ

さまには計画
けいかく

があること、そしてそれは「わざわい」ではな

く「将
しょう

来
らい

と希
き

望
ぼう

を与
あた

える」ものだとはっきりと伝
つた

えました。神
かみ

さまの計画
けいかく

は、救
すく

いを与
あた

える計画
けいかく

で

し た。死
し

で終
お

わってしまう将来
しょうらい

ではなく、神
かみ

さまの愛
あい

のうちに歩
あゆ

み、ずっと神
かみ

さまと生
い

きていくことができる救
すく

いの計画
けいかく

。これこそ、希望
き ぼ う

！ 

しかしエレミヤさんの時代
じ だ い

の人々
ひとびと

は、そのように言
い

われてもなかなか信
しん

じられま

せんでした。暗
くら

い心
こころ

を抱
かか

えたまま、生
い

きることになりました。告
つ

げられたこと

を必
かなら

ず成
な

し遂
と

げてくださる神
かみ

さまが「将来
しょうらい

と希望
き ぼ う

がある」、とおっし

ゃっているのに。目
め

に見
み

えるもので判断
はんだん

してあきらめるのではなく、

御
み

言葉
こ と ば

を信
しん

じ、愛
あい

する者
もの

のために神
かみ

さまが用意
よ う い

されてくださる将来
しょうらい

を、信仰
しんこう

を持
も

って、待
ま

ち望
のぞ

んでいきましょう。「信仰
しんこう

は望
のぞ

んでいる事柄
ことがら

を保
ほ

証
しょう

し、目
め

に見
み

えないも

のを確信
かくしん

させるものです。」（ヘブル１１章
しょう

１節
せつ

） 
 

◆お祈り 

「様
さま

々
ざま

な出
で

来
き

事
ごと

が起
お

こる中
なか

でも、神
かみ

さまの計画
けいかく

は私たちに将
しょう

来
らい

と希
き

望
ぼう

を与
あた

えるものであること

を信
しん

じることができるように助
たす

けてください。」（衣笠中央キリスト教会牧師 三浦峰人） 

わたしはあなたがたのために立
た

てている計画
けいかく

をよく知
し

っているからだ。――主
しゅ

の御告
み つ

げ

――それはわざわいではなくて、平
へい

安
あん

を与
あた

える計画
けいかく

であり、あなたがたに将
しょう

来
らい

と希
き

望
ぼう

を

与
あた

えるためのものだ。エレミヤ書
しょ

２９章
しょう

１１節
せつ

 



７月９日     テーマ：「聞
き

かなければならないことば」 

聖書個所：エレミヤ書
しょ

３６章
しょう

２１節
せつ

～３２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

自
じ

分
ぶん

の失
しっ

敗
ぱい

や間
ま

違
ちが

いを指
し

摘
てき

することばは聞
き

きたくないものです。お父
とう

さんやお母
かあ

さんから叱
しか

られ

るのを、喜
よろこ

んで聞
き

くことなど誰
だれ

もできませんね。お父
とう

さんやお母
かあ

さんのことば、どんな思
おも

いで聞
き

いてますか。神
かみ

さまのみことばはどうでしょう？ 

先
せん

生
せい

であるエレミヤさんから頼
たの

まれて、神
かみ

さまのことばを巻
まき

物
もの

に記
しる

した

バルクさんは、その内
ない

容
よう

を主
しゅ

の宮
みや

で人
ひと

々
びと

に読
よ

んで聞
き

かせました。このこと

は国中
くにじゅう

の話題
わ だ い

となり、やがて王
おう

さまの耳
みみ

にも入
はい

ります。王
おう

さまはその巻
まき

物
もの

を持
も

ってこさせて家
け

来
らい

に読
よ

ませました。しかし、それは王
おう

さまにとって聞
き

きたくない内
ない

容
よう

でした。怒
いか

った王
おう

さまは巻
まき

物
もの

を切
き

り刻
きざ

んで、暖
だん

炉
ろ

で焼
や

いて

しまいました。けれど、どれだけ巻物
まきもの

を燃
も

やしても、神
かみ

さまのことばを消
け

し去
さ

ることはできません。

なぜなら神
かみ

さまは永
えい

遠
えん

に生
い

きておられるお方
かた

だからです。神
かみ

さまは新
あたら

しい巻
まき

物
もの

を書
か

くようにエレ

ミヤさんに命
めい

じられ、そしてもう一
いち

度
ど

バルクさんによって神
かみ

さまのことばは書
か

き記
しる

されたのです。 

その巻物
まきもの

は、神
かみ

さまからの忠告
ちゅうこく

のことばでした。「ユダの国
くに

はバビロンの国
くに

によって滅
ほろ

ぼされ

る！」国
くに

が滅
ほろ

ぶなど、王
おう

さまにとってこれ以
い

上
じょう

に聞
き

きたくないことばはありません。しかしそれ

は、ユダの人
ひと

々
びと

が罪
つみ

を認
みと

め、反省
はんせい

し、神
かみ

さまご自
じ

身
しん

に立
た

ち返
かえ

るようにと願
ねが

われた神
かみ

さまの大
たい

切
せつ

なこ

とばでした。それは聞
き

きたくないことばですが、しかし聞
き

かなければならないことばでした。神
かみ

さ

まのことばに耳
みみ

をふさぎ、神
かみ

さまのことばをなくそうとしたユダの国
くに

は、残念
ざんねん

ながら滅
ほろ

ぼされてし

まいました。みことばを聞
き

いて、神
かみ

さまに立
た

ち返
かえ

ればよかったのに！ 

神
かみ

さまのことばは、時
とき

として聞
き

きたくないかも知
し

れません。

けれど、どれだけ耳
みみ

をふさぎ、巻
まき

物
もの

を燃
も

やしたとしても、神
かみ

の

ことばを無
な

くすことはできません。ですから、わたしたちは、

素
す

直
なお

に神
かみ

のことばに聞
き

き従
したが

う者
もの

となりましょう。なぜなら、

神
かみ

さまの忠告
ちゅうこく

のことばは、わたしたちを生
い

かすためのものだ

からです。神
かみ

さまはいつでもゆるされる準備
じゅんび

をもって、わたし

たちに忠
ちゅう

告
こく

の言
こと

葉
ば

を与
あた

えるお方
かた

だからです。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さまのことばに、すなおに聞
き

いて従
したが

うことができるように、わたしをととのえてくださ

い。」 

（いのちの樹教会牧師 小見靖彦） 

王
おう

も、彼
かれ

のすべての家来
け ら い

たちも、これらのすべてのことばを聞
き

きながら、恐
おそ

れようと

もせず、衣
ころも

を裂
さ

こうともしなかった。      エレミヤ書
しょ

３６章
しょう

２４節
せつ

 



７月１０日     テーマ：「朝
あさ

ごとに新
あたら

しい主
しゅ

の恵
めぐ

み」 

聖書個所：哀歌３章
しょう

２２節
せつ

～２３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

あなたはお母
かあ

さんやお父
とう

さんに、きびしく叱
しか

られたことがありますか。きっとあるでしょうね。

いつもはやさしいお母
かあ

さん、お父
とう

さんが、顔
かお

をまっかにして、目
め

をつりあげて、

そして大
おお

きな声
こえ

で怒
おこ

っても、あなたが、すなおに「ごめんなさい」とあやまっ

たら、お母
かあ

さんやお父
とう

さんはどうなりましたか。きっと、にっこり笑顔
えがお

になっ

て、あなたのことをギュッとだきしめて、ゆるしてくれたでしょう。そして、

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

には、お母
かあ

さん、お父
とう

さんは、あなたに「おはよう！」とやさしく

語
かた

ってくれたはずです。 

聖書
せいしょ

の神
かみ

さまも同
おな

じです。イスラエルの人々
ひとびと

は、神
かみ

さまがおきらいになること、悲
かな

しまれるこ

とをいっぱいしました。「神
かみ

さまのいうことなんか、ききたくない！」「神
かみ

さまなんて、しるもんか！」

といって、自分
じぶん

たちのすきなことばかりをしたのです。さすがのおやさしい神
かみ

さまも、イスラエル

の人々
ひとびと

があまりにも悪
わる

さをやめないので、とうとうお怒
いか

りになりました。そして、バビロンという

外国
がいこく

の強
つよ

い国
こく

をつかって、イスラエルの人々
ひとびと

をうんとこらしめたのです。 

でも、イスラエルの人々
ひとびと

が、神
かみ

さまに「ごめんなさい」とすなおにあや

まったので、神
かみ

さまはゆるしてくださいました。あなたのお母
かあ

さん、お父
とう

さんと同
おな

じですね。いえ、神
かみ

さまは、お父
とう

さんお母
かあ

さん以上
いじょう

です。ゆるし

てくださった神
かみ

さまは、過去
か こ

の失敗
しっぱい

や悪
あく

を責
せ

めることはありません。「まっ

たく、いつもこうなんだから。」と前
まえ

のことを持
も

ち出
だ

すこともなさいません。

いつも新
あたら

しい祝福
しゅくふく

を与
あた

えてくださいます。神
かみ

さまの愛
あい

と恵
めぐ

みは、ぜった

いになくなることはありません。そして、神
かみ

さまはあなたのことをけっして一人
ひとり

ぼっちにはなさい

ません。神
かみ

さまは、本当
ほんとう

にあわれみ深
ふか

いお方
かた

です。神
かみ

さまの豊
ゆた

かな恵
めぐ

みを感謝
かんしゃ

しましょう。 

 

◆お祈り 

「神
かみ

さまのぜったいになくならない愛
あい

と恵
めぐ

みをありがとうございます。きょうも神
かみ

さまにした

がいます。」 

（北秋津キリスト教会牧師 浜田進） 

私
わたし

たちが滅
ほろ

びうせなかったのは、主
しゅ

の恵
めぐ

みによる。主
しゅ

のあわれみは尽
つ

きないからだ。 

それは朝
あさ

ごとに新
あたら

しい。哀歌
あいか

３ 章
しょう

２３節
せつ

 



７月１１日     テーマ：「悔
く

い改
あらた

めて、生
い

きよ」 

聖書個所：エゼキエル書
しょ

１８章
しょう

３２節
せつ

 

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

けんか、うそ、盗
ぬす

み・・・。最近
さいきん

、悪
わる

いことをして、その悪
わる

いことをお父
とう

さんやお母
かあ

さんのせい

にしたことはありませんか？自分
じぶん

が悪
わる

いことをするのは、お父
とう

さんやお母
かあ

さんが悪
わる

いからだと思
おも

ったことはありませんか？お父
とう

さんにもお母
かあ

さんにも罪
つみ

があるので、悪
わる

いことをすることがありま

す。悪
わる

いことをしない人
ひと

なんて、この世界
せかい

のどこにもいません。でも、大切
たいせつ

なのは、自分
じぶん

がどうな

のかということです。「どうしてこんなことをしたのかな？」と自分
じぶん

のこととして 考
かんが

えることです。

神
かみ

さまは、私たちが悪
わる

いことをするのは、私たちが悪
わる

いからだと教
おし

えておられます。誰
だれ

も、「私は

悪
わる

くない」と言
い

うことはできません。そして、悪
わる

いことをそのままにしておくこともできません。

なぜなら、神
かみ

さまは、罪
つみ

をさばかれるからです。罪
つみ

の結果
け っ か

は、滅
ほろ

びです。 

でも、神
かみ

さまは優
やさ

しいお方
かた

です。神
かみ

さまは、私たちが罪
つみ

を抱えたままで滅
ほろ

びてしまうことを望
のぞ

ん

でおられません。滅
ほろ

びてほしくないと思
おも

っています。だから、私たちがどんなに悪
わる

いことをしたと

しても、自
じ

分
ぶん

が悪
わる

かったことを認
みと

めて、神
かみ

さまに「ごめんなさい」と 謝
あやま

り、神
かみ

さまのことばに 従
したが

うなら、すべての罪
つみ

を赦
ゆる

してくださいます。私たちが良
よ

いことをするから神
かみ

さまが赦
ゆる

してくださる

のではありません。神
かみ

さまが優
やさ

しいお方
かた

で、私たちを赦
ゆる

してくださるので、私たちは神
かみ

さまを信
しん

じ

て、 従
したが

うことができます。 

けんか、うそ、盗
ぬす

みの他
ほか

にも、悪
わる

いことをしてしまうこと

があるかもしれません。でも、どんなに悪
わる

いことをしても、

神
かみ

さまは優
やさ

しいお方
かた

なので、すべてを赦
ゆる

してくださいます。

だから、神
かみ

さまを信
しん

じて、 従
したが

いましょう。神
かみ

さまは、この

ように言
い

われています。「わたしは、あなたに生
い

きて欲
ほ

しい。

だから、悪
わる

いことを止
や

めて、わたしのことばに 従
したが

いなさい。」 

 

◆お祈り 

「私のことを赦
ゆる

してくださり感謝
かんしゃ

します。神
かみ

さまのことばに 従
したが

うことができますように。」 

（高崎福音キリスト教会牧師 宗田信一） 

わたしは、だれが死
し

ぬのも 喜
よろこ

ばないからだ。──神
かみ

である主
しゅ

の御告
み つ

げ──だから、悔
く

い 改
あらた

めて、生
い

きよ。          エゼキエル書
しょ

１８ 章
しょう

３２節
せつ

 



７月１２日     テーマ：「石
いし

の心
こころ

から肉
にく

の心
こころ

へ」 

聖書個所：エゼキエル書
しょ

３６章
しょう

２６節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

今日
き ょ う

のみことばには、「石
いし

」が出
で

てきます。「石
いし

」はどのようなものでしょう。かたく、冷
つめ

たいも

のですね。「石
いし

の心
こころ

」といえば、神
かみ

さまの前
まえ

にかたくなで、冷
つめ

たい心
こころ

のことです。 

そのような心
こころ

が、あなたにもあるでしょうか。堅
かた

い冷
つめ

たい石
いし

の心
こころ

は、

私たちにもありますね。自分
じ ぶ ん

の思
おも

い通
どお

りにしたい、というがんこな思
おも

いで

す。自分
じ ぶ ん

の思
おも

い通
どお

りにならないと誰
だれ

かのせいにしたり、おこったりします。

自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

で、自分
じ ぶ ん

がいう通
とお

りになんでもしたい思
おも

いです。王
おう

さまになり

たい心
こころ

です。神
かみ

さまよりも自分
じ ぶ ん

が王
おう

さまになりたい心
こころ

です。そんな私た

ちの罪
つみ

の心
こころ

は、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

でなくすことはできません。しかし、神
かみ

さまが「石
いし

の心
こころ

」を取
と

り除
のぞ

い

て、新
あたら

しい心
こころ

を与
あた

えてくださると言
い

われるのです。 

新
あたら

しく与
あた

えられる心
こころ

は、「肉
にく

の心
こころ

」です。「肉
にく

」は、やわらかく、あたたかいものです。与
あた

えら

れる肉
にく

の心
こころ

は、神
かみ

さまの前
まえ

でやわらかい、あたたかい心
こころ

です。肉
にく

というと、罪
つみ

や汚
けが

れをイメージ

することがありますが、旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

では肉
にく

は必
かなら

ずしも罪
つみ

や汚
けが

れではありません。私たちは自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で「石
いし

の心
こころ

」を「肉
にく

の心
こころ

」に変
か

えることはできません。ただ主
しゅ

イエス・キリストを信
しん

じるなら変
か

わることができます。主
しゅ

イエスは、あなたを罪
つみ

から救
すく

うために、

十字架
じゅうじか

についてくださり、三日目
み っ か め

によみがえってくださったから

です。主
しゅ

イエスさまを信
しん

じるなら誰
だれ

でも新
あたら

しくされるのです。 

神
かみ

さまは、あなたに新
あたら

しい心
こころ

をくださるばかりか、新
あたら

しい霊
れい

も与
あた

えてくださいます。神
かみ

さまにプレゼントされる新
あたら

しい霊
れい

とは、

聖
せい

霊
れい

なる神
かみ

さまのことです。聖
せい

霊
れい

なる神
かみ

さまによって生
い

かされる

新
あたら

しい歩
あゆ

みが与
あた

えられるのです。それは、自分
じ ぶ ん

が王
おう

さまでなけれ

ば気
き

に入
い

らないことから解放
かいほう

されて、本当
ほんとう

の神
かみ

さまがあなたのすべてとなってくださる歩
あゆ

みです。

自由
じ ゆ う

に笑顔
え が お

になれるのです。 
 

◆お祈り 

「父
ちち

なる神
かみ

さま。私の石
いし

の心
こころ

を取
と

り除
のぞ

いてください。自分
じ ぶ ん

だけが良
よ

ければいいという思
おも

いを取
と

り除
のぞ

いて、新
あたら

しい心
こころ

をください。主
しゅ

イエス・キリストのみなによって祈
いの

ります。アーメ

ン」 

（安中聖書教会牧師 三浦陽子） 

あなたがたに新
あたら

しい心
こころ

を与
あた

え、あなたがたのうちに新
あたら

しい霊
れい

を授
さず

ける。わたしはあ

なたがたのからだから石
いし

の心
こころ

を取
と

り除
のぞ

き、あなたがたに肉
にく

の心
こころ

を与
あた

える。 

エゼキエル書
しょ

３６章
しょう

２６節
せつ

 



７月１３日     テーマ：「備
そな

えられた健
けん

康
こう

と知
ち

恵
え

」 

聖書個所：ダニエル書
しょ

１章
しょう

８節
せつ

～２１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

ユダヤの国
くに

の人
ひと

たちは、バビロンという外国
がいこく

に連
つ

れて行
い

かれて生活
せいかつ

することになりました。そん

なある日
ひ

、王
おう

さまはダニエルさんたちに、王
おう

さまが食
た

べている物
もの

と同
おな

じごちそうを用意
ようい

してくれま

した。どれもみな、おいしそうなものばかりです。しかしダニエルさんたちは、それらを食
た

べよう

とはしませんでした。どうしてでしょうか。そのごちそうには、神
かみ

さまが食
た

べてはいけないと命
めい

じ

られたお肉
にく

が入
はい

っていたからです。あなたならどうしますか。 

そこでダニエルさんは、お世話
せ わ

をしてくれる 係
かかり

の

人
ひと

に言
い

いました。「私たちはこの食
た

べ物
もの

を食
た

べるわけ

にはいきません」。それを聞
き

いた 係
かかり

の人
ひと

は心配
しんぱい

して

言
い

いました。「どうか食
た

べてください。もし、あなた

がたが病気
びょうき

にでもなったら私が王
おう

さまに怒
おこ

られて

しまいます」。そこでダニエルさんは係
かかり

の人
ひと

に頼
たの

み

ました。「どうか十日
とおか

間
かん

、私たちに野菜
やさい

と水
みず

だけを与
あた

えて、試
ため

してみてください。そして、王
おう

さまのごち

そうを食
た

べている人
ひと

たちと私たちの顔色
かおいろ

を比
くら

べてみてください。その後
あと

、どうするか決
き

めてくだ

さい」。 係
かかり

の人
ひと

はダニエルさんの言
い

うことを聞
き

いてくれました。 

それからダニエルさんたちは、野菜
やさい

と水
みず

だけで十日
とおか

間
かん

を過
す

ごしました。するとどうしたことでし

ょう。ダニエルさんたちは、やせもしなかったし、顔色
かおいろ

もよかったのです。それからは 係
かかり

の人
ひと

は

ダニエルさんたちに、野菜
やさい

と水
みず

だけを与
あた

えるようになりました。その後
のち

、神
かみ

さまのきまりを守
まも

った

ダニエルさんたちに神
かみ

さまはごほうびをくださいました。それで彼
かれ

らは国 中
くにじゅう

のどんな人
ひと

たちより

も 賢
かしこ

くなり、王
おう

さまの大切
たいせつ

なお仕事
しごと

をするようになりました。 

あなたはいつでも、どんなことがあっても、神
かみ

さまのお言葉
ことば

を守ることができ

ますか。それはとても大変
たいへん

なことです。けれども、神
かみ

さまのお言葉
ことば

を大切
たいせつ

にし、

それを守
まも

り行
おこ

なえば、神
かみ

さまが 必
かなら

ず助
たす

けてくださり、そしてたくさんのごほう

びもくださいます。 
 

◆お祈り 

「どんなときでも、どんなことでも、神
かみ

さまのお言葉
こ と ば

に従
したが

うことができるよう、勇気
ゆ う き

と力
ちから

を

あたえてください。」              （大井教会牧師 筒井洋輔） 

十日
とおか

の終
お

わりになると、彼
かれ

らの顔色
かおいろ

は、王
おう

の食
た

べるごちそうを食
た

べているどの少 年
しょうねん

よりも良
よ

く、からだも肥
こ

えていた。           ダニエル書
しょ

１章
しょう

１５節
せつ

 



７月１４日     テーマ：「金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

まなかった」 

聖書個所：ダニエル書
しょ

３章
しょう

１節
せつ

～３０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

バビロンのネブカデネザル王
おう

は、イスラエルを打
う

ち破
やぶ

って支
し

配
はい

しました。王
おう

さまは１０階
かい

建
だ

ての

ビルに相
そう

当
とう

する高
たか

さ２６メートルの金
きん

の像
ぞう

を立
た

て、ある命
めい

令
れい

を出
だ

しました。「すべての人
ひと

は、音
おん

楽
がく

が聞
き

こえたら、ひれ伏
ふ

して金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

まなければならない。命
めい

令
れい

に従
したが

わない者
もの

は、火
ひ

の燃
も

える炉
ろ

の中
なか

に投
な

げこむ。」人
ひと

々
びと

は音
おん

楽
がく

が聞
き

こえると、ひれ伏
ふ

して金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

みました。あなたなら、どうし

ますか？燃
も

える火
ひ

の中
なか

に投
な

げ込
こ

まれるのが恐
こわ

くて、金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

んでしまうでしょうか？ 

ところが、イスラエルから連
つ

れて来
こ

られた少
しょう

年
ねん

のシャデラクさん、メシャクさん、アベデ・ネ

ゴさんは、金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

みませんでした。ダニエルさんと一緒
いっしょ

に来
き

た少年
しょうねん

たちですよ。本当
ほんとう

の神
かみ

さ

まを信
しん

じていました。「私たちの礼
れい

拝
はい

するお方
かた

は、まことの神
かみ

さまだけです。私たちの神
かみ

さまは、火
ひ

の燃
も

える炉
ろ

から私たちを救
すく

い出
だ

すことができます。しかし、もし救
すく

われなかったとしても、私たち

は金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

むことはしません。」と、少
しょう

年
ねん

たちは言
い

いました。すると、王
おう

さまは怒
おこ

って、炉
ろ

を７

倍
ばい

熱
あつ

くするよう命
めい

じ、３人
にん

を炉
ろ

の中
なか

に投
な

げ込
こ

みました。とても熱
あつ

かったので、３人
にん

を連
つ

れて行
い

った

者
もの

たちは炎
ほのお

に焼
や

かれてしまいました。 

３人
にん

は、どうなってしまったのでしょうか？王
おう

さまが炉
ろ

の中
なか

をのぞき込
こ

むと、燃
も

える火
ひ

の中
なか

で４人
にん

の人
ひと

が歩
ある

きまわっている

のが見
み

えました。そのうちの一人
ひ と り

は、神
かみ

さまの御使
み つ か

いのよう

です。王
おう

さまは、３人
にん

に向
む

かって叫
さけ

びました。「今
いま

すぐ、出
で

て

来
き

なさい!あなたがたの神
かみ

が御使
み つ か

いを送
おく

り、あなたがたを救
すく

ったのだ!」炎
ほのお

の中
なか

から出
で

て来
き

た３人
にん

は、髪
かみ

の毛
け

一
いっ

本
ぽん

も焦
こ

げる

ことはなく、火
ひ

のにおいさえしませんでした。王
おう

さまは、まこ

との神
かみ

さまをほめたたえ、３人
にん

に国
くに

を治
おさ

めさせました。 

私たちも、３人
にん

の少
しょう

年
ねん

たちのように、人
ひと

の言
こと

葉
ば

を恐
おそ

れず、神
かみ

さまの助
たす

けを信
しん

じましょう。神
かみ

さま

が必
かなら

ず、私
わたし

たちを守
まも

り、助
たす

けてくださいますから。 
 

◆お祈り 

「いつも、どんなときでも、神
かみ

さまの助
たす

けを信
しん

じて、恐
おそ

れないで、神
かみ

さまだけに従
したが

っていくこ

とができますように。」          （新狭山福音教会伝道師 島村真理） 

もし、そうなれば、私たちの仕
つか

える神
かみ

は、火
ひ

の燃
も

える炉
ろ

から私たちを救
すく

い出
だ

すことが

できます。王
おう

よ。神
かみ

は私たちをあなたの手
て

から救
すく

い出
だ

します。ダニエル書
しょ

３章
しょう

１７節
せつ

 



７月１５日     テーマ：「ダニエル」 

聖書個所：ダニエル書
しょ

６章
しょう

１節
せつ

～２４節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

山
やま

に登
のぼ

るのが好
す

きな人
ひと

はたくさんいます。でも最
さい

初
しょ

から高
たか

い山
やま

には登
のぼ

れません。少
すこ

しずつ練習
れんしゅう

して、高
たか

い山
やま

に登
のぼ

れるようになります。信
しん

仰
こう

の歩
あゆ

みもそうではないでしょうか。初
はじ

めから苦
くる

しいこ

と、大
たい

変
へん

なことを乗
の

り越
こ

える力
ちから

は誰
だれ

も持
も

っていません。御
み

言
こと

葉
ば

を聞
き

き、毎
まい

日
にち

祈
いの

り続
つづ

けることの中
なか

で、神
かみ

さまへの信
しん

頼
らい

を少
すこ

しずつ持
も

つことができるようになっていくのだと思
おも

うのです。 

今日
き ょ う

の箇所
か し ょ

では、ダニエルさんがペルシヤのダリヨス王
おう

に仕
つか

えていたことが書
か

かれています。ダ

ニエルさんには神
かみ

さまの知
ち

恵
え

と力
ちから

が与
あた

えられていましたので、王
おう

さまはダニエルさんを頼
たよ

り、大
おお

きな仕
し

事
ごと

を任
まか

せていました。しかし、それが面
おも

白
しろ

くない大
だい

臣
じん

たちがいたのです。ねたみの心
こころ

で彼
かれ

らは一
ひと

つの罠
わな

をしかけます。それは「これから三十日間
さんじゅうにちかん

、王
おう

さま以
い

外
がい

を拝
おが

み、お祈
いの

りする者
もの

は獅
し

子
し

の穴
あな

に投
な

げ込
こ

まれる」というものでした。それは、ダニエルさんが毎日
まいにち

神
かみ

さまにお祈
いの

りをしていた

ことを知
し

っていたからです。ダニエルさんは、この命令
めいれい

が出
だ

されても、あわてることなく、いつも

と何
なに

も変
か

わりなく、神
かみ

さまにお祈
いの

りしました。神
かみ

さまが、必
ひつ

要
よう

な助
たす

けを与えてくださることを体験
たいけん

してきたからです。前
まえ

に、偶像
ぐうぞう

にささげた肉
にく

を食
た

べなかったときも、そうだったでしょう。 

見張
み は

っていた大臣
だいじん

たちが「王
おう

さまの命令
めいれい

に従
したが

わなかった。」

と騒
さわ

ぎ立
た

て、ついにダニエルさんは、ライオンのいる穴
あな

に投
な

げ

入
い

れられてしまいました。ライオンに囲
かこ

まれて、食
た

べられてし

まったでしょうか。いいえ、神
かみ

さまはダニエルさんを守
まも

ってく

ださいました。私たちも毎日
まいにち

御言葉
み こ と ば

を聞
き

き、神
かみ

さまにお祈
いの

りし

ましょう。その積
つ

み重
かさ

ねがあれば大
おお

きな試
し

練
れん

の前
まえ

でも、慌
あわ

てる

ことなく、神
かみ

さまを信頼
しんらい

し、その助
たす

けの中
なか

で乗
の

り越
こ

えていける

のです。 

私たちの生
せい

活
かつ

の中
なか

では、このようなことはないと思
おも

いますか。しかし、日本
に ほ ん

でも昔
むかし

、戦
せん

争
そう

中
ちゅう

に

は同
おな

じようなことがありました。そして、再
ふたた

び、まことの神
かみ

さま以
い

外
がい

を礼
れい

拝
はい

するように命
めい

令
れい

され

る時
じ

代
だい

が来
こ

ないとも言
い

えません。そのような時
とき

、私たちはどうするでしょうか。その時
とき

になってか

ら考
かんが

えても、弱
よわ

い私
わたし

たちはきっと慌
あわ

てるだけになってしまうかもしれません。いつもと変
か

わらず

に、となるように、神
かみ

さまに祈
いの

っていきましょう。 

◆お祈
いの

り 

「いつでも、どんなことでも神
かみ

さまにお祈
いの

りし、試
し

練
れん

の時
とき

にも慌
あわ

てることなく、神
かみ

さまの助
たす

け

を信
しん

じることができますように。」       （衣笠中央キリスト教会牧師 三浦峰人） 

ダニエルは、その文書
ぶんしょ

の署名
しょめい

がされたことを知
し

って自
じ

分
ぶん

の家
いえ

に帰
かえ

った。――彼
かれ

の屋
おく

上
じょう

の部
へ

屋
や

の窓
まど

はエルサレムに向
む

かってあいていた。――彼
かれ

は、いつものように、日
にち

に

三度
さ ん ど

、ひざまずき、彼
かれ

の神
かみ

の前
まえ

に祈
いの

り、感謝
かんしゃ

していた。    ダニエル書
しょ

６章
しょう

１０節
せつ

 



７月１６日     テーマ：「悔
く

い改
あらた

めの祈
いの

り」 

聖書個所：ダニエル９章
しょう

３節
せつ

～１９節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

もし自分
じ ぶ ん

が出席
しゅっせき

している教会
きょうかい

の礼拝堂
れいはいどう

が、誰
だれ

かによってめちゃめちゃに壊
こわ

されるようなことが

あったらどうでしょう。それは恐
おそ

ろしいことであり、また悲
かな

しいことですよね。 

実
じつ

は、イスラエルの人
ひと

たちは、それと同
おな

じような、いやもっと大変
たいへん

な

出来事
で き ご と

を経験
けいけん

しました。今
いま

からおよそ２６００年前
ねんまえ

に、イスラエルの人
ひと

たちは、バビロンという国
くに

から攻撃
こうげき

され、神
かみ

さまを礼拝
れいはい

する大切なエル

サレムの神殿
しんでん

を破
は

壊
かい

され、さらに奴隷
ど れ い

としてバビロンの国
くに

に連
つ

れて行
い

か

れてしまったのです。神
かみ

さまに愛
あい

されていたはずのイスラエルの人
ひと

たち

なのに、どうしてこんなに

ひどく悲
かな

しいことが起
お

きてしまったのでしょうか。 

それは、イスラエルの人
ひと

たちが偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

という罪
つみ

、ま

ことの神
かみ

さま以外のものを礼拝
れいはい

する罪
つみ

を犯
おか

したからで

した。その罪
つみ

に対するさばきとして、神
かみ

さまはバビロン

の国
くに

を用
もち

いてエルサレムの神殿
しんでん

を破
は

壊
かい

し、イスラエル

の人
ひと

たちを奴隷
ど れ い

としてバビロンの国
くに

に連
つ

れて行
い

かせた

のです。偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

に対
たい

する神
かみ

さまのさばきは本当
ほんとう

に厳
きび

しいのです。日本には神社参拝
じんじゃさんぱい

など、いろいろな偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

がありますが、それらに加
くわ

わることがな

いように気
き

をつけましょう。 

さて、その出来事
で き ご と

から４７年
ねん

が過
す

ぎた頃
ころ

、ダニエルさんは預言者
よ げ ん し ゃ

エレミヤさんの書物
しょもつ

を通
とお

して、

神
かみ

さまのさばきを引
ひ

き起
お

こしたイスラエルの人々
ひとびと

の罪
つみ

を知
し

ったのでした。その時
とき

ダニエルさんは、

自分
じ ぶ ん

には関係
かんけい

のない昔
むかし

の人
ひと

たちの罪
つみ

とは考
かんが

えないで、まるで自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

のようにそれを告白
こくはく

し、神
かみ

さまに赦
ゆる

しを願
ねが

ったのでした。そんなダニエルさんは神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれ、「神
かみ

に愛
あい

されている人
ひと

よ」

と呼
よ

ばれています（１０：１９）。 

私たちも罪
つみ

に気付
き づ

いたら、素直
す な お

に認
みと

め、神
かみ

さまにごめんなさいとあやまって赦
ゆる

しを求
もと

める人
ひと

にな

りましょう。自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

だけでなく、自分
じ ぶ ん

の家族
か ぞ く

や教会
きょうかい

や国
くに

のためにも祈
いの

る人
ひと

になりましょう。 
 

◆お祈り 

「天
てん

のお父
とう

さま、罪
つみ

に気付
き づ

いたときには神
かみ

さまを恐
おそ

れて素直
す な

に罪
つみ

をみとめ、罪
つみ

の赦
ゆる

しをいただ

き、神
かみ

さまの祝福
しゅくふく

の中
なか

を歩
あゆ

むことができますように助
たす

けてください。」 

（東御キリスト教会牧師 辻浦信生） 

主
しゅ

よ。不面目
ふ め ん ぼ く

は、あなたに罪
つみ

を犯
おか

した私
わたし

たちと私
わたし

たちの王
おう

たち、首長
しゅちょう

たち、および

先祖
せ ん ぞ

たちのものです。あわれみと赦
ゆる

しとは、私
わたし

たちの神
かみ

、主のものです。これは私
わたし

たち

が神
かみ

にそむいたからです。ダニエル９章
しょう

８～９節
せつ

 



７月１７日     テーマ：「神
かみ

に会
あ

う備
そな

え」 

聖書個所：アモス書
しょ

４章
しょう

１２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

に出
で

てくるアモスさんは、初
はじ

めから神
かみ

さまの言
こと

葉
ば

を語
かた

る預
よ

言
げん

者
しゃ

ではありませんでした。

草
そう

原
げん

で羊
ひつじ

のお世
せ

話
わ

をする羊
ひつじ

飼
か

いか、羊
ひつじ

飼
か

いの仲
なか

間
ま

たちをまとめるリーダーのような仕
し

事
ごと

をして

いた人
ひと

です。いつものように羊
ひつじ

のお世
せ

話
わ

をしていると、「預
よ

言
げん

者
しゃ

となってイスラエルの人
ひと

たちにわ

たしの言
こと

葉
ば

を語
かた

りなさい」と、神
かみ

さまからお声
こえ

がありました。 

アモスさんの時代
じ だ い

には、イスラエルの人
ひと

たちの心
こころ

が神
かみ

さまから離
はな

れていたため、礼
れい

拝
はい

をしてい

る時
とき

も心
こころ

は喜
よろこ

んでいないし、捧
ささ

げ物
もの

をしても形
かたち

だけになっていました。そこで神
かみ

さまは人
ひと

々
びと

の

そのような態
たい

度
ど

を注
ちゅう

意
い

して、正
ただ

しい礼
れい

拝
はい

を捧
ささ

げるように導
みちび

こうとされたのです。 

ところが、いくら注
ちゅう

意
い

をしてもなかなか聞
き

いてもらえません。ある時
とき

には、神
かみ

さまはイスラエ

ルの人
ひと

たちの心
こころ

が神
かみ

さまのほうに向
む

くように願
ねが

い、あれこれといろんな訓
くん

練
れん

を与
あた

えました。けれ

どもイスラエルの人
ひと

たちの心
こころ

は神
かみ

さまから離
はな

れた

ままだったので、「それでも、あなたがたはわたしの

もとに帰
かえ

って来
こ

なかった」と言
い

って、神
かみ

さまは悲
かな

しみ

ました。 

ついに神
かみ

さまは、預
よ

言
げん

者
しゃ

アモスさんを通
とお

してイス

ラエルの人
ひと

たちに語
かた

りました。「あなたの神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えをしなさい」と。これはとても厳
きび

しいお言
こと

葉
ば

で

す。神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えというのは、まじめに正
ただ

しい

心
こころ

で神
かみ

さまを礼
れい

拝
はい

している人
ひと

なら何
なに

も怖
こわ

くないのですが、真
ま

心
ごころ

をもって神
かみ

さまの前
まえ

に出
で

ることを

せず、喜
よろこ

んで礼
れい

拝
はい

をささげていない人
ひと

にとっては、たいへん厳
きび

しい裁
さば

きがあることを意味
い み

してい

ます。だから私たちは、いつでも神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えをしていなければいけないですね。 

それでは、私たちにとって「神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

え」とは、どういうことでしょう。それは、いつも

聖
せい

書
しょ

を読
よ

み、聖書
せいしょ

が伝えている主
しゅ

イエスさまにお会いしたいと願
ねが

う心
こころ

のことです。だれでもまじ

めに聖
せい

書
しょ

を読
よ

むならば、いつでも主
しゅ

イエスさまにお会
あ

いすることができるのですよ。ですから、聖
せい

書
しょ

を読
よ

む前
まえ

に「今
きょ

日
う

も主
しゅ

イエスさまにお会
あ

いすることができますように」と、心
こころ

からお祈
いの

りしま

しょう。毎日
まいにち

そのようにしていくことが、神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えをしていることになるのですね。   

◆お祈り 

「天
てん

のお父
とう

さま、神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる礼
れい

拝
はい

を捧
ささ

げられるように、毎
まい

日
にち

まじめに聖
せい

書
しょ

を読
よ

んでいき

ます。どうか、今日
き ょ う

も主
しゅ

イエスさまにお会
あ

いできますように。」 

（下馬福音教会牧師 武田順児） 

それゆえ、イスラエルよ、わたしはあなたにこうしよう。わたしはあなたにこのことを

するから、イスラエル、あなたはあなたの神
かみ

に会
あ

う備
そな

えをせよ。アモス４章
しょう

１２節
せつ

 



７月１８日     テーマ：「魚
さかな

に飲
の

まれたヨナ」 

聖書個所：ヨナ１章
しょう

１節
せつ

～２章
しょう

１０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 
 

◆メッセージ 

ヨナさんは、神
かみ

さまから「ニネベの町
まち

へ行
い

って、私が言
い

うことを町
まち

の人
ひと

たちに伝
つた

えなさい。」とた

のまれました。けれどヨナさんは、その町
まち

には行
い

きたくなかったので、ちがう町
まち

へ行
い

く船
ふね

に乗
の

りま

した。ところが、海
うみ

は大
おお

あらしになってしまい、ヨナさんたちが乗
の

った船
ふね

が沈
しず

みそうになりました。

ヨナさんは、あらしの原
げん

因
いん

が神
かみ

さまに従
したが

わなかった自
じ

分
ぶん

にあることに気
き

づき、あらしを静
しず

めるた

めに、「私を海
うみ

に投
な

げ込
こ

んでください。」と船
ふね

に乗
の

っていた人
ひと

たちにたのんで、海
うみ

に放
ほう

り投
な

げてもら

いました。すると、ふしぎ、ふしぎ。大
おお

あらしがやんで、しずかな海
うみ

にもどりました。 

ヨナさんは、どうなったのでしょう。ブクブクブク、ヨナさんのからだは海
うみ

の中に沈
しず

み、「もう、

だめだ。息
いき

ができない。」と思
おも

ったとき、何
なに

かがすごいいきおいで、近
ちか

づいてきました。そして、あ

っという間
ま

に真
ま

っ暗
くら

な中
なか

にからだごと、すいこまれてしまいました。そう、ヨナさんは、大
おお

きな魚
さかな

に飲
の

み込
こ

まれてしまったのです。３日の間
あいだ

、ヨナさんは

魚
さかな

のおなかの中
なか

で過
す

ごすことになりました。ヨナさん

は、真
ま

っ暗
くら

やみだけど息
いき

もできるし、おぼれる心配
しんぱい

もな

く、海
うみ

の中
なか

より安全
あんぜん

なお魚
さかな

のおなかの中
なか

で、神さまによ

って助
たす

けていただいたのです。そしてその３日間
か か ん

は、神
かみ

さまの言
こと

葉
ば

に従
したが

わなかった自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

を認
みと

め、悔
く

い改
あらた

め

るための時
じ

間
かん

でもありました。 

大
おお

きな魚
さかな

を神さまがヨナさんのために用意
よ う い

してくだ

さって、この魚
さかな

のおかげでいのちが助
たす

かりました。ヨナさんは、神さまにたのまれたことをいやだ

といってにげてしまいましたが、神さまはヨナさんのことを守
まも

ってくださいました。この神さまの

守
まも

りと助
たす

けは、私たちにも毎
まい

日
にち

与
あた

えられているものなのです。ですから、神
かみ

さまの御
み

言
こと

葉
ば

に喜
よろこ

ん

で従
したが

いましょう。また、間
ま

違
ちが

いに気
き

がついた時
とき

には素
す

直
なお

にあやまり、神
かみ

さまの言葉
こ と ば

に従
したが

っていき

ましょう。神
かみ

さまは待
ま

っていてくださいます。 
 

◆お祈り 

「いつも神
かみ

さまが守
まも

ってくださると信
しん

じて、すなおに神
かみ

さまに従
したが

う生活
せいかつ

ができますように。」 

（水戸福音キリスト教会伝道師 小林浮早子） 

主
しゅ

は、大
おお

きな魚
うお

を備
そな

えて、ヨナをのみこませた。ヨナは、三日
み っ か

三晩
み ば ん

、魚
うお

の腹
はら

の中
なか

に 

いた。              ヨナ１章
しょう

１７節
せつ

 



７月１９日     テーマ：「主
しゅ

の憐
あわ

れみの深
ふか

さ」 

聖書個所：ヨナ書
しょ

４章
しょう

１１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

魚
さかな

のお腹
なか

の中
なか

からはき出
だ

されたヨナさんは、

神
かみ

さまから命
めい

じられたとおりに ニネベの町
まち

の人々
ひとびと

に神
かみ

さまのことばを伝
つた

えました。ニネベ

の人々
ひとびと

は、ヨナさんのメッセージを聞
き

いて神
かみ

さ

まに立
た

ち返
かえ

りました。ニネベの王
おう

さまを初
はじ

めと

して、大人
お と な

も子
こ

どももみんな。しかし、ヨナさ

んは二ネベの人々
ひとびと

が悔
く

い改
あらた

めて神
かみ

さまに立
た

ち

返
かえ

るのを見
み

て、喜
よろこ

ぶことができませんでした。 

神
かみ

さまは、悪
わる

いことをした人
ひと

であっても、自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を神
かみ

さまにうちあけて悔
く

い改
あらた

めるなら、ゆ

るしてくださるお方
かた

です。神
かみ

さまは、二ネベの人々
ひとびと

をゆるしてくださいました。ヨナさんはそのこ

とを怒
おこ

って、つぶやきました。神
かみ

さまは、私たちが悪
わる

い人
ひと

だなと思
おも

う人
ひと

であっても愛
あい

され、その人
ひと

が神
かみ

さまに立
た

ち返
かえ

ることを願
ねが

っておられることを、ヨナさんに優
やさ

しく語
かた

られました。それが今日
き ょ う

の

みことばです。神
かみ

さまは、ヨナさんが二ネベの人々
ひとびと

に向
む

けられた神
かみ

さまの愛
あい

を知
し

ることを願
ねが

われた

のです。 

この世
よ

のすべてのものをつくられた神
かみ

さまは、つくられたすべてのものを愛
あい

しておられます。花
はな

も、虫
むし

も、動物
どうぶつ

たちも。そして何
なに

よりも人
ひと

を愛
あい

しておられます。なぜなら、人間
にんげん

は神
かみ

さまに似
に

せて

つくられた存在
そんざい

だからです。私たちがお父
とう

さん、お母
かあ

さんに似
に

ていることをお父
とう

さん、お母
かあ

さんが

喜
よろこ

び、愛
あい

しているように、神
かみ

さまは神
かみ

さまに似
に

ている私
わたし

たちを喜
よろこ

び、愛
あい

しておられます。しか

し、多
おお

くの人
ひと

が神
かみ

さまのこころを知
し

らず、神
かみ

さまから離
はな

れて暮
く

らしています。それで神
かみ

さまのここ

ろは、とても痛
いた

んでおられます。 

今日
き ょ う

、神
かみ

さまは私たちにも、まだ神
かみ

さまのことを知
し

らずにいる人々
ひとびと

に向
む

けられた神
かみ

さまの愛
あい

を知
し

ってほしいと優
やさ

しく語
かた

っておられます。その神
かみ

さまのこころを覚
おぼ

えて、私たちも愛
あい

をもってまだ神
かみ

さまのことを知
し

らずにいる人々
ひとびと

に会
あ

い、神
かみ

さまのことを伝
つた

えましょう。 
 

◆お祈り 

「私たちが今日会
き ょ う あ

える一人
ひ と り

ひとりが神
かみ

さまに立
た

ち返
かえ

りますように。神
かみ

さまの愛
あい

を勇気
ゆ う き

をもって

話
はな

すことができるように助
たす

けてください。」            

（支援教師 咸東筍） 

まして、わたしは、この大
おお

きな町
まち

ニネベを惜
お

しまないでいられようか。そこには、右
みぎ

も左
ひだり

もわきまえない十二万
じゅうにまん

以上
いじょう

の人間
にんげん

と、数多
かずおお

くの家畜
か ち く

とがいるではないか。 

ヨナ書
しょ

４章
しょう

１１節
せつ

 



７月２０日     テーマ：「へりくだって神
かみ

とともに歩
あゆ

む」 

聖書個所：ミカ書
しょ

 ６章
しょう

８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

私たちは、毎日
まいにち

のニュースで政治家
せ い じ か

など偉
えら

い人
ひと

たちが自分
じ ぶ ん

のためにお金
かね

を使
つか

ったことが報
ほう

じられ

たり、時
とき

には逮捕
た い ほ

されたりすることをテレビなどで見
み

ています。そのようなニュースを聞
き

くと、本当
ほんとう

に残念
ざんねん

ですし、この世
よ

の中
なか

で何
なに

が正
ただ

しいのか、考
かんが

えてしまいます。 

預言者
よげんしゃ

のミカさんの時代
じ だ い

も同
おな

じようでした。その中
なか

でミカさんは「公義
こ う ぎ

を行
おこな

い、誠実
せいじつ

を愛
あい

」する

ことが神
かみ

さまの求
もと

めていることだと言
い

っています。「公義
こ う ぎ

」とは何
なに

でしょう。それは神
かみ

さまの前
まえ

に

すべての人
ひと

を公平
こうへい

に扱
あつか

うことです。力
ちから

やお金
かね

のある人々
ひとびと

ばかりが得
とく

をするような世
よ

の中
なか

であって

はならないのです。しかし、実際
じっさい

には、神
かみ

さまに仕
つか

えるはずの祭司
さ い し

や預言者
よげんしゃ

という人
ひと

たちも、お金
かね

ほしさで正
ただ

しさを曲
ま

げていました。また「誠実
せいじつ

」とは決
けっ

して変
か

わらない神
かみ

さまの愛
あい

をもって人
ひと

を愛
あい

し、親切
しんせつ

にすることです。しかし当時
と う じ

の人々
ひとびと

は、自分
じ ぶ ん

の身
み

を守
まも

るために、平気
へ い き

で人
ひと

を裏切
う ら ぎ

っていま

した。「神
かみ

を愛
あい

し、隣人
となりびと

を愛
あい

する」という大事
だ い じ

な戒
いまし

めも忘
わす

れられ、この愛
あい

もミカさんの時代
じ だ い

には見
み

られなかったのです。 

私たちが生
い

きている時代
じ だ い

はどうでしょうか。自分
じ ぶ ん

の得
とく

ばかり求
もと

め、盗
ぬす

み、万引
ま ん び

き、いじめ、自分
じ ぶ ん

を守
まも

るための嘘
うそ

、人
ひと

を見
み

下
くだ

して自慢
じ ま ん

・高慢
こうまん

・・・こんな中
なか

、「公義
こ う ぎ

を行
おこな

い」「誠実
せいじつ

を愛
あい

する」ことが

できているでしょうか。こんな時代
じ だ い

の中
なか

、みんなと同
おな

じようにしたくなってしまいそう･･･でも、

神
かみ

さまが正
ただ

しいことだよ、と教
おし

えてくださっている歩
あゆ

みを

したいですね。それは、「へりくだって神
かみ

と共
とも

に歩
あゆ

む」こと

です。正
ただ

しくもなく、愛
あい

もないのにまるで正
ただ

しい者
もの

のよう

に歩
あゆ

むのではなく、神
かみ

さまの前
まえ

で自分
じ ぶ ん

には正
ただ

しさも愛
あい

もな

いことを認
みと

めることがへりくだることです。自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を認
みと

めるへりくだりの中
なか

で神
かみ

さまを礼拝
れいはい

していくこと、従
したが

っ

ていくことが私たちに望
のぞ

まれていることなのです。 

私たちはへりくだり、神
かみ

さまを礼拝
れいはい

し、共
とも

に歩
あゆ

む中
なか

で、

このような闇
やみ

のように暗
くら

い世
よ

の中
なか

にあっても、神
かみ

さまの正
ただ

しさへ、隣人
となりびと

を愛
あい

する者
もの

へと変
か

えられ

ていくことができます。 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、公
こう

義
ぎ

を行
おこな

い、誠
せい

実
じつ

を愛
あい

することが難
むずか

しい時
じ

代
だい

ですが、へりくだって神
かみ

さまと共
とも

に

歩
あゆ

むことが出
で

来
き

ますように。」 

（衣笠中央キリスト教会 三浦峰人） 

主
しゅ

はあなたに告
つ

げられた。人
ひと

よ。何
なに

が良
よ

いことなのか。主
しゅ

は何
なに

をあなたに求
もと

めておられるの

か。それは、ただ公
こう

義
ぎ

を行
おこな

い、誠実
せいじつ

を愛
あい

し、へりくだってあなたの神
かみ

とともに歩
あゆ

むことで

はないか。                       ミカ書
しょ

６章
しょう

８節
せつ

 



７月２１日     テーマ：「正
ただ

しい人
ひと

は信
しん

仰
こう

によって生
い

きる」 

聖書個所：ハバクク２章
しょう

４節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

いつでも、どんなときでも神
かみ

さまに信
しん

頼
らい

して歩
あゆ

みましょう。間
ま

違
ちが

ったことでも平
へい

気
き

でやったり、

うそをつく人
ひと

もいます。それは、神
かみ

さまを知
し

ることも恐
おそ

れることもないからです。うぬぼれている

人
ひと

は自分
じ ぶ ん

が神
かみ

になっているからです。そのような人
ひと

は、他
た

の人
ひと

に親切
しんせつ

にしたり、助
たす

けてあげようと

は思
おも

いません。 

私たちはイエスさまを信
しん

じて、神
かみ

さまの子
こ

どもにしていただきまし

た。それは良
よ

いことをたくさんしたからではありません。悪
わる

いことを

一
ひと

つもしたことがないからでもありません。そんなことは不可能
ふ か の う

で

す。ただイエス・キリストが私たちの罪
つみ

の身
み

代
が

わりになって、十
じゅう

字
じ

架
か

にかかって死
し

んでくださったこと。そして、三
みっ

日
か

目
め

によみがえられた

ことを信
しん

じたからです。 

神
かみ

さまの子
こ

どもにしていただいた人
ひと

は、神
かみ

さまにも他
た

の人
ひと

にも正
ただ

し

く誠
せい

実
じつ

に生
い

きようとします。他
た

の人
ひと

をだましたり、裏
うら

切
ぎ

ったりしません。かえって、親
しん

切
せつ

にしたい

と考
かんが

えています。神
かみ

さまはそのような人
ひと

たちを助
たす

けて、良
よ

い働
はたら

きに用
もち

いてくださいます。 

預
よ

言
げん

者
しゃ

ハバククさんによって語
かた

られた神
かみ

さまのことばは、カルデヤ人
じん

に苦
くる

しめられていたユダの

人
ひと

々
びと

に告
つ

げられました。「あなたがたを苦
くる

しめている者
もの

たちは、その悪
あく

のためにいつか滅
ほろ

ぼされる。

だから、あなたがたは神
かみ

を信
しん

じていれば必
かなら

ず助
たす

けられる」という約
やく

束
そく

です。 

あなたのまわりに、あなたをいじめたり困
こま

らせたりする人
ひと

はいません

か。もしいたとしても、悪
わる

い心
こころ

をもってやり返
かえ

したりする前
まえ

に、神
かみ

さま

に祈
いの

りましょう。神
かみ

さまがいちばんよいようにしてくださいます。それ

を信
しん

じて待
ま

ちましょう。そして悪
わる

い誘
さそ

いに負
ま

けないで、間
ま

違
ちが

ったことを

することなく、いつでも神
かみ

さまを信
しん

じている人
ひと

として生
い

きていけば、倒
たお

れることなく歩
あゆ

んでいけます。 

もしも自
じ

分
ぶん

が間
ま

違
ちが

っていたことに気
き

づいたら、素直
す な お

に神
かみ

さまにあやまりましょう。必
かなら

ず赦
ゆる

して

いただけます。そして、いつか来
く

る終
お

わりの日
ひ

にも備
そな

えましょう。そのときが来
き

たら悪
わる

いものはす

べてなくなりますから。 

◆お祈り 

「いつでもどんなときにも、神
かみ

さまを信
しん

じて離
はな

れることがありませんように。そして悪
わる

いもの

に負
ま

けることがないように助
たす

けてください。」      

      （世田谷中央教会牧師 安藤能成） 

見
み

よ。彼
かれ

の心
こころ

はうぬぼれていて、まっすぐでない。しかし、正
ただ

しい人
ひと

はその信
しん

仰
こう

によ

って生
い

きる。     ハバクク２章
しょう

４節
せつ

 



７月２２日     テーマ：「わたしをためしてみよ」 

聖書個所：マラキ書
しょ

３章
しょう

１０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

預言者
よげんしゃ

マラキさんのいた頃
ころ

は、戦
せん

争
そう

や飢
き

饉
きん

などの大
おお

きな苦
くる

しみはありませんでした。しかし、

人
ひと

びとは 幸
しあわ

せではありませんでした。それは「神
かみ

さまとの大切
たいせつ

な約束
やくそく

」を忘
わす

れていたからです。 

「約束
やくそく

」とは何
なん

でしょう？それは、「神
かみ

さまのおことばに 従
したが

うなら、いつも神
かみ

さまが共
とも

にいて、

祝 福
しゅくふく

をくださる」という、すばらしい約束
やくそく

です。ところが、祭司
さいし

たちはその約束
やくそく

をちゃんと人
ひと

び

とに教
おし

えず、適当
てきとう

に神
かみ

さまを礼拝
れいはい

していました。それで、ある人
ひと

は自分
じぶん

がいらないようなものを

神
かみ

さまにささげたり、ある人
ひと

は「神
かみ

さまに 従
したが

わない方
ほう

が金持
かねも

ちになれるし、そのために神
かみ

さまの

罰
ばつ

を受
う

けることはない」と言
い

って、いばっていました。そのようなわけで、神
かみ

さまからの祝 福
しゅくふく

を

いただけないので、みんな、不満
ふまん

でいっぱいだったのです。 

そこで、神
かみ

さまはおっしゃいました。「わたしはあなた

がたを愛
あい

している。収 入
しゅうにゅう

の十分の一
じゅうぶん いち

を礼拝
れいはい

でささげて、

天国
てんごく

に 宝
たから

を積
つ

んでごらん。そうすれば、わたしは、天
てん

か

らあふれるほどの祝 福
しゅくふく

をあなたがたにあげよう。わたし

の約束
やくそく

を思い出
お も  だ

して、ためしてごらん。」 

聖書
せいしょ

には、信仰の先輩
しんこう せんぱい

アブラハムさんも、十分
じゅうぶん

の一
いち

を

ささげたことが書
か

かれています。御子
み こ

イエスさまも、

収 入
しゅうにゅう

の十分の一
じゅうぶん いち

をささげるようにとおっしゃってお

られます。それは、「持
も

ち物
もの

すべては神
かみ

さまのもの」と 考
かんが

えて、感謝
かんしゃ

をあらわすことです。十分
じゅうぶん

の一
いち

をささげたら、わたしのお金
かね

が減
へ

ってしまう？損
そん

してしまう？いいえ、天地
て ん ち

万物
ばんぶつ

を造
つく

り、支配
し は い

しておられる神
かみ

さまが、ますます豊
ゆた

かに必要
ひつよう

なものを与
あた

えてくださいます。神
かみ

さまは約束
やくそく

を 必
かなら

ず

守
まも

られます。けれども、神
かみ

さまのおことばを無視
む し

しつづけて悪
あく

を 行
おこな

う人
ひと

は、最後
さいご

に火
ひ

の裁
さば

きを受
う

けなければならないと、警告
けいこく

しておられます。 

さて、神
かみ

さまは、イエスさまの十字架
じゅうじか

によってあなたの罪
つみ

を赦
ゆる

してくださるほど、あなたを愛
あい

し

ておられます。苦
くる

しいことがない時
とき

ほど、神
かみ

さまのことを忘
わす

れて不満
ふまん

でいっぱいになることがあり

ませんか？神
かみ

さまは、あなたにも「わたしをためしてごらん」とおっしゃいます。神
かみ

さまからいた

だいている恵
めぐ

みを感謝
かんしゃ

して、 心
こころ

からの礼拝
れいはい

と献金
けんきん

をおささげしましょう。 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、いつも多
おお

くの恵
めぐ

みで満
み

たしてくださり感謝
かんしゃ

します。約束
やくそく

を信
しん

じて、神
かみ

さまにいちば

ん良
よ

いものをおささげできますように。」 

      （小平聖書キリスト教会伝道師 大瀧和子） 

十分
じゅうぶん

の一
いち

をことごとく、宝
ほう

物
もつ

倉
くら

に携
たずさ

えて来
き

て、わたしの家
いえ

の食物
しょくもつ

とせよ。こうしてわ

たしをためしてみよ。――万
ばん

軍
ぐん

の主
しゅ

は仰
おお

せられる――わたしがあなたがたのために、天
てん

の窓
まど

を開
ひら

き、あふれるばかりの祝
しゅく

福
ふく

をあなたがたに注
そそ

ぐかどうかをためしてみよ。 

マラキ書
しょ

３章
しょう

１０節
せつ

 



７月２３日       テーマ：初
はじ

めにことばがあった 

聖書箇所：ヨハネの福音書
ふくいんしょ

１章
しょう

１～５節
せつ

   

 ◆今日のみことば 

 

 

 
 

◆メッセージ 

みんなは日記
に っ き

を書
か

いたり、感想文
かんそうぶん

を書
か

いたり、手紙
て が み

を書
か

いたりするこ

とがありますか？その時
とき

、最初
さいしょ

に何
なん

と言
い

って始
はじ

めようかな、と悩
なや

むこと

がありませんか。きっと聖書
せいしょ

を書
か

いた人
ひと

たちもそうだったのではない

か、と思
おも

います。新約聖書
しんやくせいしょ

には、イエスさまが地上
ちじょう

で生
い

きておられた時
とき

のことについて書
か

いた人
ひと

が４人
にん

います。彼
かれ

らはどんなことばで書
か

き始
はじ

めたのでしょう。 

マタイさんは、イエスさまの系図
け い ず

から始
はじ

めることにしました。マルコさんは、旧約聖書
きゅうやくせいしょ

の預言
よ げ ん

のことばから始
はじ

めることにしました。それは読
よ

む人
ひと

たちに、イエスさまが旧約聖書
きゅうやくせいしょ

で約束
やくそく

されていた救
すく

い主
ぬし

であることを知
し

ってもらうためでした。ルカさんはイエスさまに

直接
ちょくせつ

お会
あ

いしたことがありません。だからイエスさまに直接
ちょくせつ

会
あ

った人
ひと

たちからちゃんと

話
はなし

を聴
き

いて書
か

きました、という説明
せつめい

から始
はじ

めました。これから書
か

く内容
ないよう

に間違
ま ち が

いはない、

と読
よ

む人
ひと

たちに伝
つた

えたかったのでしょう。このようにこの３人
にん

の書
か

き始
はじ

めはとてもわかり

やすいのですが、ヨハネさんが書いたヨハネの福音書だけは、

不思議
ふ し ぎ

な書
か

き出
だ

しとなっています。 

 ヨハネさんはイエスさまを「ことば」に例
たと

えました。おもしろ

いですね。なぜ「ことば」だったのでしょう？それまでヨハネさ

んにとって神
かみ

を知
し

る方法
ほうほう

は、「ことば」（聖書
せいしょ

）によってでした。

ところがその聖書
せいしょ

の「ことば」が「人
ひと

」となって自分
じ ぶ ん

の目
め

の前
まえ

に現
あらわ

れたのです。聖書
せいしょ

から神
かみ

さまが飛
と

び出
だ

して来
き

た。そんな感
かん

じだったのかもしれません。「聖書
せいしょ

のことば」は神
かみ

さまからの愛
あい

のメッセージ。「聖書
せいしょ

のことば」は生
い

きていて力
ちから

がある。「聖書
せいしょ

のことば」はすべての人
ひと

の希望
き ぼ う

の光
ひかり

。その「ことば」が人
ひと

となって現
あらわ

れたのです。イエ

ス・キリストと聖書
せいしょ

のことばは同
おな

じなのです。ですから信
しん

じる価値
か ち

があるのです。 
 

◆お祈り 

 きょうもイエスさまに信頼
しんらい

して、イエスさまの教
おし

えにしたがって生活
せいかつ

することができま

すように。                       （石神井福音教会牧師 畑中洋人） 

初
はじ

めに、ことばがあった。ことばは神
かみ

とともにあった。ことばは神
かみ

であった。 

                  ヨハネの福音書
ふくいんしょ

１章
しょう

１節
せつ

  

章
しょう

節
せつ

  



７月２４日       テーマ：神
かみ

の子
こ

どもとされる特権
とっけん

 

聖書箇所：ヨハネの福音書
ふくいんしょ

１章
しょう

１２節
せつ

   

 ◆今日のみことば 

 

 

 
 

◆メッセージ 

  神
かみ

さまはこの世界
せ か い

を造
つく

ってくださいました。

そして、すべての生
い

き物
もの

もその世界
せ か い

で生
い

かしてい

てくださっています。また、地上
ちじょう

のすべての人
ひと

も

神
かみ

さまによって生
い

かされています。それでも、そ

の神
かみ

さまを認
みと

めている人
ひと

はそれほど多
おお

いわけで

はありません。人間
にんげん

の心
こころ

の中
なか

には罪
つみ

があり、そ

の罪
つみ

が神
かみ

さまを認
みと

めないようにさせているので

す。しかし、罪
つみ

を持
も

ったままでは天国
てんごく

に行
い

くこと

はできません。神
かみ

さまは、人
ひと

の罪
つみ

をきよめるためにイエスさまを十字架
じゅうじか

につけてください

ました。そのことを信
しん

じる人
ひと

は、神
かみ

さまの子
こ

どもとしていただける、と聖書
せいしょ

は教
おし

えていま

す。 

お父
とう

さんやお母
かあ

さんは、子
こ

どもを愛
あい

しています。体
からだ

も心
こころ

も成長
せいちょう

することを願
ねが

い、見守
み ま も

り、支
ささ

えます。必要
ひつよう

な物
もの

も与
あた

えてくれます。悪い
わる

ものから守
まも

ってくれます。子
こ

どもを育
そだ

て

ている親
おや

は、子
こ

どもが幸
しあわ

せな生活
せいかつ

をすることを願
ねが

っています。神
かみ

さまも、イエスさまを信
しん

じて「神
かみ

の子
こ

ども」とされた人
ひと

を愛して
あい

、守
まも

り導
みちび

いてくださいます。祈
いの

りを聞
き

いてくださ

ること、正
ただ

しい道
みち

に導
みちび

いてくださること、すべてを益
えき

としてくださいます。また、親
おや

に似
に

るように、「神
かみ

の子
こ

ども」とされた人
ひと

たちを少
すこ

しづつ変
かえ

えてくださって、イエスさまの心
こころ

を持
も

つようにしてくださいます。やがて、私
わたし

たちの地上
ちじょう

の生活
せいかつ

はいつか終
お

わるわけですが、

その先
さき

も神
かみ

さまは私
わたし

たちに永遠
えいえん

の場所
ば し ょ

を天
てん

において用意
よ う い

してくださっています。神
かみ

さまの

子
こ

どもとされるということは、このようにすばらしいことなのです。もしも祈
いの

りがかなえ

られないように思
おも

えても、神
かみ

さまが私
わたし

たちを忘
わす

れているのではありません。神
かみ

さまはいつ

でも、「神
かみ

の子
こ

ども」とされた人
ひと

たちのことを心配
しんぱい

し、良
よ

い道
みち

に導
みち

こうとしてくださってい

るのです。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さま、『神
かみ

の子
こ

ども』とされたことを感謝
かんしゃ

します。これからも、喜
よろこ

んで神
かみ

さまに従
したが

う

ことができるようにさせてください。」       （大泉聖書教会牧師 池田尚広） 

しかし、この方
かた

を受
う

け入
い

れた人々
ひとびと

、すなわち、その名
な

を信
しん

じた人々
ひとびと

には、神
かみ

の子
こ

ども

とされる特権
とっけん

をお与
あた

えになった。    ヨハネの福音書
ふくいんしょ

１章
しょう

１２節
せつ

  



７月２５日       テーマ：マリヤへのみ告
つ

げ 

聖書箇所：ルカの福音書
ふくいんしょ

１章
しょう

２６節
せつ

～３８節
せつ

   

 ◆今日のみことば 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

  ナザレという町
まち

に、神
かみ

さまを信
しん

じる信
しん

仰
こう

深
ぶか

いマリヤさん

という少
しょう

女
じょ

がいました。ある日
ひ

、マリヤさんの前
まえ

に、天使
て ん し

ガブリエルが現
あらわ

れ、マリヤさんが男
おとこ

の赤
あか

ちゃんを産
う

むこと

を告
つ

げました。マリヤさんはとっても驚
おどろ

きました。「そんな

ことは起
お

こるはずがない！不可能
ふ か の う

だ！」と思
おも

ったからです。

なぜなら、マリヤさんはまだ結婚
けっこん

していなかったからです。

ユダヤの社会
しゃかい

では、結婚
けっこん

していないのに赤
あか

ちゃんがいること

がわかれば、石打ち
い し う

（死刑
し け い

）でした。でも、天使
て ん し

は、「その男
おとこ

の子
こ

は救
すく

い主
ぬし

だ。」と言
い

いました。救
すく

い主
ぬし

を生
う

み育
そだ

てることは、光栄
こうえい

なことです。戸惑
と ま ど

うマリヤさん

に、天使
て ん し

はこう答
こた

えました。『神
かみ

にとって不可能
ふ か の う

なことは一
ひと

つもありません。』  

 天使
て ん し

のこの言葉
こ と ば

に、マリヤさんはどうしたでしょうか？ このように答
こた

えたので

す。「ほんとうに、私は主
しゅ

のはしため（女性
じょせい

の奴隷
ど れ い

）です。どうぞ、あなたのおこと

ばどおり、この身
み

になりますように。」 これは、マリヤさんが神
かみ

さまのお言葉
こ と ば

に

従
したが

うことを意味
い み

します。マリヤさんは自分
じ ぶ ん

の思
おも

いではなく、天使
て ん し

から告
つ

げられた

神
かみ

さまの言葉
こ と ば

を信
しん

じ、従
したが

ったのです。 

 私
わたし

たちはどうでしょうか？ 神
かみ

さまの言葉
こ と ば

（聖書
せいしょ

）をどのように受
う

け取
と

っていますか？ みこ

とばをただ読
よ

むだけ、聞
き

くだけで終
お

わっていませんか？ 「そんなこと起
お

こるはずないよ！」「いく

ら神
かみ

さまでも、このことはできないでしょ…」などと、決
き

めつけたり、あきらめたりすることはあ

りませんか？ 教会
きょうかい

に行
い

くのは嬉
うれ

しいこと、でも、「教会
きょうかい

に行っていることを学校
がっこう

の友
とも

だちに知
し

られたら、何
なん

と思
おも

われるだろう…」と不安
ふ あ ん

になったりする時
とき

もあるかもしれません。けれども、神
かみ

さまは私
わたし

たちのそのような心
こころ

もご存知
ぞ ん じ

で、「神
かみ

にとって不可能
ふ か の う

なことは一
ひと

つもありません。」と励
はげ

ましてくださいます。自分
じ ぶ ん

の思
おも

いや、他
ほか

の人
ひと

の声
こえ

ではなく、マリヤさんのように、神
かみ

さまを信
しん

じ、

みことばに従
したが

っていきましょう。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さま。あなたのみことばに従
したが

うことができるように助
たす

けてください。イエスさまのお名前
な ま え

に

よってお祈
いの

りします。アーメン。」 

                     （多磨教会伝道所いずみ教会伝道師 瓜生園子） 

マリヤは言
い

った。「ほんとうに、私は主
しゅ

のはしためです。どうぞ、あなたのおことばどおり

この身
み

になりますように。」こうして御使
みつか

いは彼女
かのじょ

から去
さ

って行
い

った。 

ルカの福音書
ふくいんしょ

１ 章
しょう

３８節
せつ

  



７月２６日       テーマ：インマヌエルと呼
よ

ばれるお方
かた

 

聖書箇所：マタイの福音書
ふくいんしょ

１章
しょう

２３節
せつ

   

 ◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

  神
かみ

さまは、ご自分
じぶん

のお 心
   こころ

とご計画
  けいかく

を、旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の中
なか

で、預言者
よげんしゃ

をとおして告
つ

げられました。そして、

神
かみ

さまが知
し

らせてくださったことは、必ず
かなら

その通
とお

りに

なりました。神
かみ

さまは「救い
すく

主
ぬし

」のことも、旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

で語
かた

られています。 

 神
かみ

さまはその救い
すく

主
ぬし

として来
こ

られる方
かた

のことについて、

イザヤという預言者
よげんしゃ

をとおして、３つのことを告
つ

げられ

ました。１つは、その方
かた

は処女
しょじょ

(まだ結婚
けっこん

していない女性
じょせい

)

から生
う

まれる、ということです。その方
かた

が聖霊
せいれい

により

誕生
たんじょう

することです。普通
ふ つ う

の人
ひと

のような、罪
つみ

の性質
せいしつ

を持
も

っ

ていないことを意味
い み

します。２つ目
め

は、その方
かた

は男
おとこ

の子
こ

です、ということです。３つ目
め

は、その方
かた

が何
なに

をしてくだ

さるか、ということです。インマヌエルと呼
よ

ばれる神
かみ

さまが私たちと共
とも

におられる、とい

うことは、私たちのところに来
き

てくださるそのお方
かた

は、神
かみ

さまだということです。神
かみ

さま

が私たちのところに来
き

てくださり、一緒
いっしょ

にいてくださいます。私たちの痛
いた

みや苦
くる

しみや悲
かな

しみを知
し

っていてくださり、そばにいて励
はげ

まし助
たす

けくださるお方
かた

です。恐
おそ

れのある時
とき

も、

神
かみ

さまが共
とも

にいてくださいますから安心
あんしん

です。 

また、この方
かた

によって、罪
つみ

と汚
けが

れに満
み

ちている私たちが、聖
きよ

い神
かみ

さまの御許
み も と

に、一緒
いっしょ

に居
い

ることができるようにしてくださる、ということを語
かた

っています。 

私たちの救
すく

いのために生
う

まれてくださったイエスさまは、このような素晴
す ば

らしいお方
かた

な

のです。 
 

◆お祈り 

「私たちに罪
つみ

の赦
ゆる

しの救
すく

いを与
あた

えてくださるために、素晴
す ば

らしいお方
かた

をおつかわしくださ

って、ありがとうございます。」         （中原キリスト教会牧師 常盤馨師） 

「見
み

よ、処女
しょじょ

がみごもっている。そして男
おとこ

の子
こ

を産
う

む。その名
な

はインマヌエルと呼
よ

ばれる。」(訳
やく

すと、神
かみ

は私たちとともにおられる、という意味
い み

である。)  

 マタイの福音書
ふくいんしょ

 １章
しょう

２３節
せつ

  



７月２７日       テーマ：飼葉
か い ば

おけの救い
すく

主
ぬし

 

聖書箇所：ルカの福音書
ふくいんしょ

２章
しょう

１節
せつ

～７節
せつ

   

 ◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

無事
ぶ じ

に生
う

まれてきてくれた、小
ちい

さな赤
あか

ちゃん。その顔
かお

を見
み

て、お母
かあ

さんのマリヤさんも、お父
とう

さんのヨセフさんも、どんなにうれしく、

そしてどんなにほっとしたことでしょう。 

 ふたりは、ローマ皇帝
こうてい

の命令
めいれい

のせいで、およそ 110 キロメートルも

の旅
たび

をしてきたのです。（あとで、おうちから 110 キロメートルはな

れた町
まち

はどのへんか、調
しら

べてみましょう）もうすぐ赤
あか

ちゃんが生
う

まれ

そうだったおなかの大
おお

きいマリヤさんには、さぞ苦
くる

しくて、心配
しんぱい

な旅
たび

だったでしょうね。 

 ふたりは、すべての人
ひと

のためにこの世
よ

に生
う

まれた神
かみ

のみ子
こ

・救
すく

い主
ぬし

イエスさまを、ふたりだけで

お迎
むか

えました。とうといお方
かた

を、自分
じ ぶ ん

の腕
うで

の中
なか

に抱
だ

っこした気持
き も

ちはどんなだったでしょう。つら

い旅
たび

も、宿屋
や ど や

に入
い

れてもらえなかったことも忘
わす

れてしまう幸
しあわ

せを、神
かみ

さまは、ふたりにくださった

のです。 

ローマ皇帝
こうてい

の命令
めいれい

に従
したが

って、たくさんの人々
ひとびと

が故郷
ふるさと

ベツレヘムに旅
たび

して来
き

ていたので、宿屋
や ど や

はいっぱいでした。だから、イエスさまがお生
う

まれになったのは、馬
うま

やロバのいるところでした。イエスさまが寝
ね

かさ

れたのは、清潔
せいけつ

な布団
ふ と ん

ではなくて飼葉
か い ば

おけ(馬
うま

やロバのエサをいれるお

け)。生
う

まれたばかりの赤
あか

ちゃんに「いる場所
ば し ょ

がなかった」なんて、なん

と気
き

の毒
どく

なことではありませんか。だれも、あたたかくて安全
あんぜん

な部屋
へ や

を

用意
よ う い

してあげませんでした。でも、私たちは、そのときそこに居合
い あ

わせた人
ひと

たちを「冷
つめ

たい、いじ

わるな人
ひと

たち」と言
い

うことができるでしょうか。救
すく

い主
ぬし

イエスさまを、そのすばらしさにふさわし

く自分
じ ぶ ん

の心
こころ

にお迎
むか

えしないなら、私たちもイエスさまを家畜
か ち く

小屋
ご や

の飼葉
か い ば

おけに追
お

いやってしまっ

た人
ひと

たちと同
おな

じではありませんか。 

 家
いえ

の隅
すみ

っこにも入
い

れてもらえないで、家
いえ

の外
そと

の暗
くら

い家畜
か ち く

小屋
ご や

で、だれも知
し

らないうちにひっそり

とお生
う

まれになった、イエスさま。イエスさまは、家畜
か ち く

小屋
ご や

よりも暗
くら

くてみじめな罪
つみ

でいっぱいの、

私たちのところに来
き

てくださったのです。たとえ歓迎
かんげい

されなくても、喜
よろこ

んで来
き

てくださいました。

私たちを、その罪
つみ

の暗
くら

やみから、救
すく

い出
だ

すためにです。 

 イエスさまをお迎
むか

えしましょう。自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の、外
そと

ではなく、隅
すみ

っこでもなく、真
ま

ん中
なか

に。 
 

◆お祈り 

「イエスさま。うまれてきてくださって、ありがとうございます。わたしのこころのなかに、あな

たをよろこんでおむかえします。」       （多磨教会 間島昌枝(補教師)） 

男子
だ ん し

の初子
う い ご

を産
う

んだ。それで、布
ぬの

にくるんで、飼葉
か い ば

おけに寝
ね

かせた。宿屋
や ど や

には彼
かれ

らのいる場所
ば し ょ

がなかったからである。             ルカの福音書
ふくいんしょ

２ 章
しょう

７節
せつ

  



７月２８日       テーマ：羊飼
ひつじか

いへの知
し

らせ 

聖書箇所：ルカの福音書
ふくいんしょ

２章
しょう

８～２０節
せつ

   

 ◆今日のみことば 

 

 

 

 

 
 
◆メッセージ 

  イエスさまがお生
う

まれになったという 喜
よろこ

びは、天使
てんし

によって、誰
だれ

よりも

先
さき

に羊飼
ひつじか

いたちに知
し

らされました。けれども、羊飼
ひつじか

いたちは 喜
よろこ

べません

でした。ユダヤの社会
しゃかい

では、安息
あんそく

日
にち

を守
まも

らない羊飼
ひつじか

いは罪人
つみびと

とさげすま

れていたからです。自分
じぶん

のことをみじめだと思
おも

い、人
ひと

からのけ者
もの

にされて

いるから、神
かみ

さまから優
やさ

しくされるわけがないと 考
かんが

えて、天
てん

使
し

の知
し

らせを

とても怖
こわ

がりました。ついに神
かみ

さまがお怒
いか

りになって、刑罰
けいばつ

を与
あた

えるために天使
てんし

がやって来
き

たと

思
おも

ったのです。ところが、天使
てんし

は「あなたがたのために救
すく

い主
ぬし

がお生
う

まれに

なったのです。救
すく

い主
ぬし

は飼葉
かいば

おけに寝
ね

ておられます。それが、あなたがたの

ためのしるしです。」と教
おし

えてくれました。家畜
かちく

小屋
ご や

なら、羊飼
ひつじか

いたちもと

がめられずに行
い

くことができます。 

 人
ひと

から認
みと

められなかったり、のけ者
もの

にされていると思
おも

うことがありますか。

神
かみ

さまからも見捨
み す

てられて、忘
わす

れ去
さ

られているのだと 考
かんが

えてしまうことはありませんか。ところ

が、神
かみ

さまは私たちが 考
かんが

えたり、感
かん

じていることとは 全
まった

く違
ちが

うことを 考
かんが

えておられるお方
かた

です。

羊飼
ひつじか

いが恐怖
きょうふ

だと思
おも

ったことを、喜
よろこ

びだと教
おし

えてくださったように。自分
じぶん

は神
かみ

さまから見れば正
ただ

しい者
もの

ではない、自分
じぶん

勝手
かって

なことをしてしまうと気
き

がついて、心
こころ

から悲
かな

しんでいる人
ひと

を、神
かみ

さま

は 慈
いつく

しみ、助
たす

けようと手
て

をさしのべてくださいます。自分
じぶん

は正
ただ

しくならなければいけない、何
なん

で

も出
で

来
き

なければいけないと無理
む り

をして頑張
がんば

る必要
ひつよう

はないよ、と優
やさ

しく語
かた

ってくださいます。神
かみ

さ

まは、ひとり子
ご

のイエスさまを、罪人
つみびと

である私たちの救
すく

い主
ぬし

として生
う

まれさせてくださったので

す。悲
かな

しみの人
ひと

が 喜
よろこ

びの人
ひと

に生
う

まれ変
か

わるために。 

羊飼
ひつじか

いたちは、天
てん

使
し

の知
し

らせの通
とお

りにベツレヘムに行
い

きました。

とにかく、そのまま。そして、イエスさまにお会
あ

いして 喜
よろこ

びに満
み

たされました。その 喜
よろこ

びを人
ひと

々にも知
し

らせました。だって、天使
てんし

の知
し

らせは、この民
たみ

全体
ぜんたい

のための知
し

らせ、でしたから。それは私だ

けでなく、みんなのための知
し

らせでもあるのです。イエスさまは、

私たちに救
すく

いの 喜
よろこ

びをあふれさせてくださいます。 
 

◆お祈り 

「悲
かな

しみ苦
くる

しんでいる人
ひと

を愛
あい

して助
たす

けてくださるイエスさまを感
かん

謝
しゃ

します。イエスさまといっし

ょに 喜
よろこ

びをもって歩
あゆ

めますように。」   （恋が窪キリスト教会牧師 柿島文人） 

きょうダビデの町
まち

で、あなたがたのために、救
すく

い主
ぬし

がお生
う

まれになりました。この方
かた

こそ主
しゅ

キリストです。あなたがたは、布
ぬの

にくるまって飼葉
かいば

おけに寝
ね

ておられるみどりごを見
み

つけま

す。これが、あなたがたのためのしるしです。」 

ルカの福音書
ふくいんしょ

２ 章
しょう

１１，１２節
せつ

  



７月２９日       テーマ：主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

む生活
せいかつ

 

聖書箇所：ルカの福音書
ふくいんしょ

 ２章
しょう

３６節
せつ

～３８節
せつ

   

 ◆今日のみことば 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

お父
とう

さんのヨセフさんとお母
かあ

さんのマリヤさんは、イエスさまを連
つ

れて、エルサレムの

神殿
しんでん

(神
かみ

さまを礼拝
れいはい

するところ)に行
い

きました。神
かみ

さまに感謝
かんしゃ

をささげ、イエスさまを「主の

ものです」とおささげするためです。そこで、二人
ふ た り

の人
ひと

から声
こえ

をかけられました。 

一人
ひ と り

は、シメオンさんという神
かみ

さまに仕
つか

えている正
ただ

しく敬虔
けいけん

な

おじいちゃん。いつも、イスラエルのために祈
いの

り、本当
ほんとう

の救
すく

いを

待
ま

っていました。シメオンさんは赤
あか

ちゃんのイエスさまを抱
だ

い

て、「私の目
め

があなたの御
み

救
すく

いを見
み

た」と神
かみ

さまをほめたたえまし

た。イエスさまが救
すく

い主
ぬし

だとわかったからです。 

 もう一人
ひ と り

は、女
おんな

預言者
よげんしゃ

のアンナさん。彼女
かのじょ

はたいへん年
とし

をとっていて、84歳
さい

になってい

ました。神
かみ

さまを信
しん

じ、神
かみ

さまの約束
やくそく

を待
ま

ち望
のぞ

んで、いつも宮
みや

を離
はな

れず、夜
よる

も昼
ひる

もお祈
いの

り

をもって神
かみ

さまに仕
つか

えていました。それは、人々
ひとびと

が神
かみ

さまを忘
わす

れ、自由
じ ゆ う

きままな生活
せいかつ

をし

ていたので、争
あらそ

いが多
おお

く、悪
あく

もはびこっており、貧
まず

し

い人
ひと

が苦
くる

しみ、暗
くら

い世
よ

の中
なか

になっていたからです。こん

な世
よ

の中
なか

、いくら祈
いの

っても変
か

わらない、とあきらめない

で祈
いの

っていました。神
かみ

さまは、その祈
いの

りを知
し

っていてく

ださいました。だからアンナさんは、イエスさまを見
み

た

時
とき

、長
なが

い間
あいだ

待
ま

ち望
のぞ

んでいた救
すく

い主
ぬし

が来
こ

られたことがす

ぐにわかりました。神
かみ

さまの約束
やくそく

が成就
じょうじゅ

したことを知
し

って、喜
よろこ

びにあふれました。感謝
かんしゃ

とともに賛美
さ ん び

しまし

た。そして、同
おな

じように神
かみ

さまの救
すく

いを待
ま

ち望
のぞ

んでいた人々
ひとびと

に、イエスさまのことを知
し

ら

せてあげました。 

 神
かみ

さまは、神
かみ

さまのなさることを祈
いの

って待
ま

つ、日々
ひ び

の生活
せいかつ

を知
し

っていてくださいます。

今
いま

の若
わか

い時
とき

だけでなく、年
とし

をとっても、いつも神
かみ

さまから離
はな

れず、神
かみ

さまの与
あた

えてくださ

る救
すく

いの喜
よろこ

びを感謝
かんしゃ

していきたいですね。 

◆お祈
いの

り 

「いつでもどんな時
とき

でも、神
かみ

さまを信
しん

じて待
ま

ち望
のぞ

むことがでるように導
みちび

いてくださいます

ように。」                  （支援教師 後藤一子） 

ちょうどこのとき、彼女
かのじょ

もそこにいて、神
かみ

に感謝
かんしゃ

をささげ、そして、エルサレムの

贖
あがな

いを待
ま

ち望
のぞ

んでいるすべての人々
ひとびと

に、この幼子
おさなご

のことを語
かた

った。 

ルカの福音書
ふくいんしょ

２章
しょう

３８節
せつ

  



７月３０日       テーマ：博士
は か せ

たちの礼拝
れいはい

 

聖書箇所：マタイの福音書
ふくいんしょ

２章
しょう

１～１２節
せつ

   

 ◆今日
き ょ う

のみことば 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

 「あっ、あの星
ほし

はなんだろう。今
いま

まで見
み

たこともない 輝
かがや

きだ。調
しら

べてみよう。」 

東方
とうほう

の博士
はかせ

たちは大
おお

きく 輝
かがや

く星
ほし

にびっくりして、たくさんの書物
しょもつ

を調
しら

べました。すると、ユダヤ

の町
まち

に全世界
ぜんせかい

の「救
すく

い主
ぬし

」がお生
う

まれになったしるしだ、とわかりました。博士
はかせ

たちはその救
すく

い主
ぬし

に会
あ

いに行
い

くことにしました。だって、世界
せかい

の救
すく

い主
ぬし

は、

博士
はかせ

たちにとっても救
すく

い主
ぬし

でしょう？遠
とお

い遠
とお

いユダヤの

町
まち

に向
む

かって出 発
しゅっぱつ

です。長
なが

い旅
たび

になるので、その 間
あいだ

の

食
た

べ物
もの

、飲み物
もの

、それから？それから？たくさんの荷
に

物
もつ

を

らくだにのせました。「救
すく

い主
ぬし

にプレゼントをもっていこ

う。」王様
おうさま

にささげる黄金
おうごん

、神
かみ

さまにささげるとても良
よ

い

香
かお

りのする 乳
にゅう

香
こう

、そして、死
し

んだ人
ひと

の体
からだ

に塗
ぬ

るお 薬
くすり

で

ある没
もつ

薬
やく

も持
も

ちました。 

長
なが

い長
なが

い旅
たび

を続
つづ

け、遠
とお

いユダヤの町
まち

エルサレムに着
つ

きました。その 間
あいだ

、ずっと大
おお

きく 輝
かがや

くあ

の星
ほし

が道案内
みちあんない

をしてくれたのです。エルサレムに着
つ

いた博士
はかせ

たちはヘロデ王
おう

のところに行
い

きまし

た。救
すく

い主
ぬし

だから、王
おう

宮
きゅう

にいるかな、と思
おも

ったからです。いえいえ、違
ちが

いますよね。ヘロデ王
おう

に

仕
つか

える人
ひと

たちが調
しら

べたところ、ベツレヘムであるとわかりました。博士
はかせ

たちは、またベツレヘムに

出 発
しゅっぱつ

しました。その時
とき

も、大
おお

きく 輝
かがや

く星
ほし

は博士
はかせ

たちの道
みち

を案内
あんない

してくれました。と、星
ほし

がとま

りました。その家
いえ

に入
はい

ってみると、そうです、イエスさまがおられました。救
すく

い主
ぬし

イエスさまにお

会
あ

いできた博士
はかせ

たちは大
おお

喜
よろこ

びです。心
こころ

からイエスさまを礼拝
れいはい

しました。また持
も

って来
き

た 宝
たから

の箱
はこ

を開
あ

けて、黄金
おうごん

、乳
にゅう

香
こう

、没
もつ

薬
やく

を贈
おく

り物
もの

としてささげました。イエス

さまこそ、王
おう

、神
かみ

のみ子
こ

、身代
み が

わりに死
し

んでくださる救
すく

い主
ぬし

、とい

う告白
こくはく

を 表
あらわ

しました。 

長
なが

い旅
たび

を続
つづ

けて、博士
はかせ

たちは救
すく

い主
ぬし

イエスさまにお会
あ

い出
で

来
き

たの

です。すごくすごくうれしかったでしょう。私たちも救
すく

い主
ぬし

のお生
う

ま

れの 喜
よろこ

びを神
かみ

さまに感謝
かんしゃ

し、博士
はかせ

たちのように 心
こころ

から礼拝
れいはい

する者
もの

となりましょう。 
 

◆お祈り 

「イエスさまが全世界
ぜんせかい

の救
すく

い主
ぬし

として生
う

まれてくださって、感謝
かんしゃ

します。私もイエスさまを救
すく

い

主
ぬし

として礼拝
れいはい

します。」         （町田南キリスト教会伝道師 鈴木七絵）  

そしてその家
いえ

に入
はい

って、母
はは

マリヤとともにおられる幼子
おさなご

を見
み

、ひれ伏
ふ

して拝
おが

んだ。そして、

宝
たから

の箱
はこ

をあけて、黄金
おうごん

、 乳
にゅう

香
こう

、没
もつ

薬
やく

を贈
おく

り物
もの

としてささげた。 

マタイの福音書
ふくいんしょ
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７月３１日       テーマ：イエスさまの成長
せいちょう
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 ◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

イエスさまの両親
りょうしん

であるヨセフさんとマリヤさんは、毎年
まいとし

、イスラエルの大
おお

きな祭
まつ

り「過
すぎ

越
こし

の祭
まつ

り」に行
い

って、神
かみ

さまを礼拝
れいはい

していました。イエスさまが１２歳
さい

になられたときに、

こんなことがありました。 

いつものように、エルサレムで過
すぎ

越
こし

の祭
まつ

りをして、ナザレへの帰
かえ

り道
みち

。二人
ふ た り

は恐
おそ

ろしいこ

とに気
き

づきました。いっしょに行
い

った仲
なか

間
ま

の中
なか

にいると思
おも

っていたイエスさまがいないの

です。ヨセフさんとマリヤさんは、イエスさまをさがしながら、エルサレムまで引
ひ

き返
かえ

し

ていきました。イエスさまを見
み

つけたのは、帰
かえ

り道
みち

を出
しゅっ

発
ぱつ

したはずの神
しん

殿
でん

でした。イエスさまは、神
しん

殿
でん

で教師
きょうし

たちの

真
ま

ん中
なか

にすわり、話
はなし

を聞
き

いたり質問
しつもん

したりしておられたの

です。聞
き

いていた人々
ひとびと

はみな、イエスさまの知恵
ち え

と答
こた

えに

たいへん驚
おどろ

いていました。イエスさまは知恵
ち え

にあふれてい

て、神
かみ

さまのみこころをよく理解
り か い

していたからです。 

イエスさまは両親
りょうしん

におっしゃいました。「どうして心配
しんぱい

しているのですか。ここは、わ

たしの父
ちち

の家
いえ

ですよ。」イエスさまは、ご自分
じ ぶ ん

が神
かみ

のみ子
こ

であることを知
し

っておられました。

だから、神
かみ

さまの家
いえ

である神
しん

殿
でん

にいることが、イエスさまの喜
よろこ

びだったのです。 

それからイエスさまはナザレに戻
もど

り、父
ちち

ヨセフさんと母
はは

マリヤさんを助
たす

けながら暮
く

らし

ました。ヨセフさんは大工
だ い く

でしたから、イエスさまは大工
だ い く

の仕事
し ご と

を手伝
て つ だ

い、また、 弟
おとうと

や

妹
いもうと

たちの世
せ

話
わ

もしたことでしょう。イエスさまは、

家
か

族
ぞく

の中
なか

で成長
せいちょう

しました。身体
か ら だ

も、知恵
ち え

も、心
こころ

も、

大
おお

きく豊
ゆたか

かになりました。 

私たちも、家
か

族
ぞく

のもとで生活
せいかつ

する中
なか

で成長
せいちょう

していき

ます。よく食
た

べ、よく学
まな

び、よく動
うご

き、よく手伝
て つ だ

い、よ

くみことばに聞
き

き、よく人
ひと

と交
まじ

わり、よく寝
ね

て、大
おお

きく

なります。神
かみ

さまにも人
ひと

にも愛
あい

されて、成長
せいちょう

してゆき

ましょう。 
 

◆お祈り 

「神
かみ

さま。私たちもイエスさまの子
こ

どものころのように、神
かみ

さまにも人
ひと

にも愛
あい

される子
こ

ど

もになれますように。イエスさまのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

（多磨教会伝道所いずみ教会牧師 瓜生和彦） 

イエスはますます知恵
ち え

が進
すす

み、背
せ

たけも大
おお

きくなり、神
かみ

と人
ひと

とに愛
あい

された。 

ルカの福音書
ふくいんしょ
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